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若彦トンネルの供用開始から1年が経過して

山梨県議会議員選挙について

「市民講座（1学期）」及び「スコレー大学」

笛吹市探訪

環境ニュース

図書館インフォメーション

　３月11日に発生した三陸沖を震源とする「東北地方太平洋沖地震」により、多くの亡くなら
れた方々に哀悼の意を表しますとともに、被害に遭われた方々に対しお見舞い申し上げます。ま
た、今後、市といたしましても被災地の復興支援につきましては様々な形で計画していきますの
で、市民の皆様方のご協力をお願い申し上げます。
　なお、広報4月号で掲載されていますイベント等につきましては、当該地震の影響により中止
または変更することも予想されますので予めご承知ください（３月14日現在）。



　
2
月
22
日
か
ら
3
月
9
日
に
か
け
て
、

市
内
各
地
域
7
カ
所
で
多
機
能
ア
リ
ー

ナ
建
設
事
業
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
市
長
及
び
市
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
、
事
業
説
明
や
意
見
交
換
す
る
市

民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
荻
野
市
長
は
、
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

多
機
能
ア
リ
ー
ナ
建
設
事
業
を
進
め
る

に
当
た
り
、
説
明
が
足
り
な
い
の
で
は

な
い
か
と
の
様
々
な
方
の
声
に
応
え
る

た
め
と
開
催
理
由
に
触
れ
、
ま
た
こ
れ

ま
で
の
事
業
に
関
す
る
経
過
を
述
べ
ま

し
た
。

　
質
疑
応
答
に
先
立
ち
、
市
よ
り
事
業

概
要
の
説
明
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
（
会

場
内
に
設
置
さ
れ
た
大
型
ス
ク
ー
リ
ー

ン
に
画
像
を
投
射
さ
せ
る
も
の
）
を
使

用
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
「
人
づ
く
り
」
「
健
康
づ

く
り
」
「
交
流
づ
く
り
」
の
3
つ
の
コ

ン
セ
プ
ト
か
ら
見
た
施
設
の
概
要
等
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
お
よ
そ
1
時
間
20
分
程
を

か
け
て
各
地
域
に
組
織
さ
れ
て
い
る
地

域
審
議
会
の
正
副
会
長
を
座
長
と
し
た

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
は
、
建
設
後
の
管
理
運
営

方
法
に
関
す
る
質
問
や
具
体
的
な
施
設

内
容
に
つ
い
て
の
要
望
の
他
、
施
設
の

集
客
力
に
よ
る
経
済
効
果
を
期
待
す
る

意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
財
政
的
に
優
先
す
べ

き
政
策
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る

意
見
や
、
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
建
設
事
業

に
つ
い
て
建
設
の
是
非
を
問
う
住
民
投

票
を
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
に
対
し
、
市
で
は
「
管

理
運
営
、
施
設
の
内
容
に
つ
い
て
は
建

設
委
員
会
で
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
協
議

を
行
う
。
10
月
に
は
基
本
設
計
が
上
が

る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
は
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
」

　
「
医
療
福
祉
・
雇
用
政
策
・
基
盤
整

備
等
、
市
政
全
般
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
財
政
計
画
を
立
て
て
い
る
。
平
成
23

年
度
当
初
予
算
は
約
３
０
０
億
円
で
、

そ
の
な
か
で
も
民
生
費
関
係
予
算
は
１

０
０
億
円
を
超
え
て
い
る
。
予
算
は
バ

ラ
ン
ス
よ
く
配
置
し
て
い
る
。
」

　
「
住
民
投
票
に
つ
い
て
は
、
こ
の
事

業
に
つ
い
て
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
な
い

部
分
が
あ
る
。
こ
の
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
し
っ
か
り
説
明
し
、
市
民
の
声
を

聞
い
た
後
、
判
断
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
」

と
お
答
え
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
様
々
な
質
疑
応
答
な
ど
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
こ
の
事
業

に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

2502月22日（火）春日居地域（春日居あぐり情報ステーション）

来場者（のべ人数）月　日地　域（会場）

802月25日（金）芦川地域（芦川ふるさと総合センター）

3503月1日（火）石和地域（スコレーセンター）

2503月3日（木）一宮地域（いちのみや桃の里ふれあい文化館）

2503月4日（金）御坂地域（御坂西小学校体育館）

1803月7日（月）境川地域（境川総合会館）

2503月9日（水）八代地域（八代総合会館）

1610合　　　　計

プロジェクターによる事業説明 質問する参加者

■問合せ先　高齢福祉課　高齢福祉担当　☎�055（261）1902
　　　　　　福祉総務課　障害福祉担当　☎�055（262）1271

　市では、一人暮らし高齢者や障がい者等への住宅用火災警報器給

付事業を行っています。

　消防法の改正により、既にお住まいの住宅について、山梨県では

平成23年５月31日（火）までの設置が義務付けられています。

　火災の発生をいち早く知らせ、逃げ遅れを防ぐ大切な役割を果た

す住宅用火災警報器を期限内に設置しましょう。

　給付の対象者については、次のとおりです。

▼対象者　高齢者：支援の必要な、65歳以上の高齢者のみの世帯で

　　　　　　　　　低所得世帯の方

　　　　　障がい者：障害者手帳を所持し、火災発生の感知及び避難が著しく困難な方

▼給付内容　高齢者：給付基準額　１台当たり5,500円以内

　　　　　　（設置が義務付けされた場所に限り、１世帯当たり２台まで）

　　　　　　障がい者：給付基準額　15,500円以内

　　　　　　（耐用年数８年）

　申請方法等詳しい内容については下記までお問い合わせください。



　長い間懸案であった甲府圏域と富士北麓圏域を結ぶ若彦トンネル（笛吹市芦川町上芦川地内～富士河

口湖町大石地内）が、平成22年３月27日（土）に供用開始となり、１年が経過しました。新たな交通ネッ

トワークにより、山梨県による交通量調査も計画値を上回る結果となっており、閉鎖的な環境から一変し、環境から一変し、

相互の圏域における交流人口の増加による観光開発、産業振興、雇用の促進など新たな風がこの地域に

吹き始めています。

　市ではこれに合わせ地域活性化の拠点施設として、芦川町上芦川地区に芦川農産物直売所「おごっそ

う家」を整備し、同年４月３日（土）にオープンすることができました。地域においてもこの新にオープンすることができました。地域においてもこの新たな風を

逃すことなく、地元住民で組織している芦川農産物直売所運営委員会が管理運営にあたり、農産物（高

冷地野菜など）や女性グループが作る加工品等（よもぎまんじゅう、コロッケなど）の販売を行うなど、

農業所得の向上や地域間交流の促進を図っています。これまでのところ、売上げ状況や来場者数は予想

を上回るペースで推移しています。

▼芦川農産物直売所「おごっそう家」売上等状況

（※平成22年４月３日～平成22年12月31日までの集計です）

　また、芦川農産物直売所「おごっそう家」が、来場者にアンケート調査を実施したところ、若彦トン

ネルを利用した方が全体の約62％であり、若彦トンネルの認知度に至っては約90％という結果でした。

さらに、富士河口湖町方面から若彦トンネルを利用した方の約66％が八代・石和町方面に向かっている

ということから、笛吹市の南の玄関口としての役割が重要視されています。（※下記グラフ参照）

　今後はこの機会や住民機運の高まりを逃すことなく、果樹や温泉宿泊施設を利用しての相乗効果が見

込めるよう滞在型の各種体験ツアーの整備や日本の原風景を彷彿させる兜造りの古民家や石垣の保存や

復元を行うなど、魅力ある地域づくりを市民と一体となり進めていきたいと考えています。

　長い間懸案であった甲府圏域と富士北麓圏域を結ぶ若彦トンネル（笛吹市芦川町上芦川地内～富士河

口湖町大石地内）が、平成22年３月27日（土）に供用開始となり、１年が経過しました。新たな交通ネッ

トワークにより、山梨県による交通量調査も計画値を上回る結果となっており、閉鎖的な環境から一変し、

相互の圏域における交流人口の増加による観光開発、産業振興、雇用の促進など新たな風がこの地域に
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う家」を整備し、同年４月３日（土）にオープンすることができました。地域においてもこの新たな風を

逃すことなく、地元住民で組織している芦川農産物直売所運営委員会が管理運営にあたり、農産物（高

冷地野菜など）や女性グループが作る加工品等（よもぎまんじゅう、コロッケなど）の販売を行うなど、

農業所得の向上や地域間交流の促進を図っています。これまでのところ、売上げ状況や来場者数は予想

を上回るペースで推移しています。

▼芦川農産物直売所「おごっそう家」売上等状況

（※平成22年４月３日～平成22年12月31日までの集計です）

　また、芦川農産物直売所「おごっそう家」が、来場者にアンケート調査を実施したところ、若彦トン

ネルを利用した方が全体の約62％であり、若彦トンネルの認知度に至っては約90％という結果でした。

さらに、富士河口湖町方面から若彦トンネルを利用した方の約66％が八代・石和町方面に向かっている

ということから、笛吹市の南の玄関口としての役割が重要視されています。（※下記グラフ参照）

　今後はこの機会や住民機運の高まりを逃すことなく、果樹や温泉宿泊施設を利用しての相乗効果が見

込めるよう滞在型の各種体験ツアーの整備や日本の原風景を彷彿させる兜造りの古民家や石垣の保存や

復元を行うなど、魅力ある地域づくりを市民と一体となり進めていきたいと考えています。

５，７００万円

６１，４９５人（商品購入者）

２６１人（商品購入者/営業日数２３５日）

・総売上額

・来場者数

一日当たり平均来場者数

■八代・石和町方面

■甲府市（旧上九一色村）方面

●芦川農産物直売所「おごっそう家」
への来場者ルート調査

■若彦トンネル利用者

■その他ルート利用者

●若彦トンネル認知度調査

■知っている（通ったことがある）

■知らない

●若彦トンネル通過後（富士河
口湖町⇒若彦トンネル）の進
行方向調査

62%
38%

90%

10%

66%

34%

　　
昨
年
12
月
1
日
、
富
士
急
山
梨
バ
ス

株
式
会
社
が
、
若
彦
ト
ン
ネ
ル
を
通
り

芦
川
町
上
芦
川
と
富
士
吉
田
駅
を
片
道

約
40
分
で
結
ぶ
路
線
バ
ス
を
運
行
開
始

し
ま
し
た
。

　
こ
の
路
線
と
既
設
の
石
和
温
泉
駅
か

ら
芦
川
町
鶯
宿
を
結
ぶ
「
石
和
温
泉
・

芦
川
線
」
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
り
新

た
な
観
光
客
の
往
来
や
地
元
市
民
の
生

活
の
足
と
し
て
の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▼
運
行
ル
ー
ト

「
富
士
吉
田
駅
」
〜
「
富
士
急
ハ
イ
ラ

ン
ド
」
〜
「
河
口
湖
駅
」
〜
「
河
口

湖
美
術
館
前
」
〜
「
河
口
局
前
」
〜
「
プ

チ
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
」
〜
若
彦
ト
ン
ネ

ル
〜
「
上
芦
川
」

▼
運
行
回
数

平
日
6
往
復
（
夏
季
の
平
日
は
8
往
復
）

土
日
祝
日
7
往
復

▼
運
賃
（
主
な
区
間
）

・
富
士
吉
田
駅
〜
上
芦
川
　
大
人
片
道

　
7
5
0
円

・
河
口
湖
駅
〜
上
芦
川
　
大
人
片
道

　
6
2
0
円

・
河
口
局
前
〜
上
芦
川
　
大
人
片
道

　
4
8
0
円

平成22年3月27日　若彦トンネル開通式

運行する「若彦トンネル・上芦川線」　路線バス テープカットをする荻野市長や関係者

■問合せ先　芦川支所�地域住民課　☎�055（298）2111



熱気球搭乗体験�（中止）

釈迦堂花ウィーク

大文字焼き・笈形焼き点灯

JR中央線沿い桃畑ライトアップ�（中止）

よっちゃばれ太鼓�（中止）

笛吹市春日居桃の花まつり

藤垈の滝水芭蕉&彫刻鑑賞会

桃の花バス

甲斐一宮国分寺お花見会場

お花見御坂散策コース

笛吹市桃の花まつりやつしろ会場

芸妓みこし

第41回信玄公祭り

「甲州軍団出陣」石和地内パレード

第7回笛吹市桃の里マラソン大会

笛吹市桃の花まつりみさか会場

笛吹市みさか桃の花まつり

第7回全国ゲートボール大会

第33回川中島合戦戦国絵巻

～4日(月)・9日(土)・10日(日)・11日(月)�

1日(金)～17日(日)

1日(金)～17日(日)

1日(金)～10日(日)

2日(土)

2日(土)

2日(土)

2日(土)・3日(日)・9日(土)・10日(日)

2日(土)～10日(日)

2日(土)～10日(日)

3日(日)

4日(月)

9日(土)

9日(土)

9日(土)・10日(日)

13日(水)・14日(木)

17日(日)

石　和

一　宮

一宮・春日居

春日居

石　和

春日居

境　川

市　内

一　宮

御　坂

八　代

石　和

石　和

一　宮

御　坂

御　坂

石　和

地　区イベント 日　程

　地域振興、観光振興を目的に、市の魅力や特色を「動く広告塔」として宣伝する、市独自の原動
機付自転車のオリジナルナンバープレートについてデザインを募集します。
　皆さんからのご応募お待ちしています。

　市では、合併特例債などから積み立てた地域振興基金の運用益を活用し、市民ボランティア団体・
NPO法人などの市民活動への支援や、地域振興に取り組む市民活動を支援する助成事業を行ってい
ます。
▼対象　平成23年４月１日～平成24年３月31日までに実施予定の次に該当する活動
　　　　○�地域振興を目的に、市民団体が自発的、自主的に行う活動
　　　　○�地域づくりに貢献し、それぞれの地域特性と創造性を生かしたまちづくりを進める活動
▼募集期間　○第２次募集　３月１日（火）～�４月28日（木）（審査決定�５月）
　　　　　　○第３次募集　５月２日（月）～�６月30日（木）（審査決定�７月）
　　　　　　○第４次募集　７月１日（金）～�８月31日（水）（審査決定�９月）
　　　　　　○第５次募集　９月１日（木）～10月31日（月）（審査決定11月）
▼応募方法　市民活動支援課に備えている申請書類に記入して、お申し込みください。また、申請

書類は、市ホームページまたは市民活動・地域づくり支援サイト「よっちゃばるネット笛吹」か
らもダウンロードできます。

　○市ホームページ　http://www.city.fuefuki.yamanashi.jp/
　○よっちゃばるネット笛吹サイト　https://opencity.jp/fuefuki/

美和神社例大祭

永井天神社の神楽

八幡神社例大祭

大石寺の火渡り

山梨岡神社祭典

金比羅神社例大祭

大神幸祭（おみゆきさん）

中山まつり

2日(土)・3日(日)

2日(土)・3日(日)

3日(日)

3日(日)

4日(月)・5日(火)

10日(日)

15日(金)

16日(土)

御　坂

八　代

石　和

境　川

春日居

境　川

一　宮

一　宮

地　区イベント 日　程

▼募集期間　４月１日（金）～５月16日（月）
▼応募資格　笛吹市に在住または通勤、通学している方
▼募集内容　原動機付自転車のナンバープレート（標識）の形状及び絵柄のデザイン

　　　　　（形を変えても、ワンポイントの絵柄でも結構です）
▼募集規格　①�笛吹市の特色をあらわしたもの
　　　　　　②�自作で未発表のもの
　　　　　　③�プレートの規格　縦10cm×横20cm以内
�　　　　　　次の事項は変更できませんが、絵柄の色に制限はありません。
　　　　　　標識の下地の色　○�原動機付自転車　50cc以下　白色
　　　　　　　　　　　　　　○�原動機付自転車　90cc以下　黄色
　　　　　　　　　　　　　　○�原動機付自転車��125cc以下　桃色

標識の文字・番号の色　濃紺（笛吹市・数字４桁・左下に１文字必ず入ります。また、
松山市のようにキャッチフレーズも入れることができます）

　　　　　　④�左上側に自賠責保険のシール（3.5cm×3.5cm）を貼るスペースが必要です。
▼提出方法　作品は手書きでも、パソコンを使用したものでも構いません。白い紙や応募用紙（税

務課窓口及び市ホームページから取得できます）、またはデータ上へ規格内でデザインを作成して
ください。紙で提出する場合は裏面または余白に、Ｅメールで提出する場合は本文の入力欄に、
住所・氏名（フリガナ）・年齢・電話番号・デザインの解説を必ず記載してください。
１人何点でも応募できます。次の提出先へ持参、郵送またはＥメールでご応募ください。

5月16日（月）必着とさせていただきます。
▼提出先　〒406-8510��笛吹市石和町市部777　笛吹市役所　税務課　

　　　　Eメール　number-plate@city.fuefuki.lg.jp
▼選考結果の発表　「広報ふえふき」及び市ホームページで発表し、ご本人様に通知します。
▼賞　金　現金５万円（小・中学校及び高校生の場合は賞金相当額の図書カード）
▼その他　標識として使用するにあたり若干の変更、

修正をする場合があります。
　応募作品は返却しません。採用作品に関する一切
の権利は笛吹市に帰属します。

■問合せ先　市民活動支援課　市民活動支援担当　☎�055（262）4111



▼告示日　平成23年4月1日（金）

▼投票日・投票時間　平成23年４月10日（日）　午前７時～午後８時　※ただし、御坂町藤野木・新

田・立沢（第11投票区）、芦川町（第29投票区）の投票終了時刻は午後７時です。

▼投票場所　入場券に記載された投票所をご確認ください。

▼期日前投票　選挙当日、都合により投票できない方は期日前投票ができます。期日前投票ができ

る場所・期間・時間等は、本庁と支所では異なりますのでご注意ください。

○本庁（市役所　南館）　４月２日（土）～９日（土）　午前８時30分～午後８時

○各支所　　　　　　　　４月２日（土）～９日（土）　午前８時30分～午後６時

▼期日前投票宣誓書　入場券裏が期日前投票宣誓書となっています。あらかじめ記入してお持ちい

ただくと受付が早くすみます。下記の記入例を参考に、宣誓書は本人が記入してください。

▼入場券の発送について　入場券は告示日に発送しますが、到着までには２、３日かかることがあ

ります（告示日前は郵送できません）。

　入場券がお手元になくても投票できます。投票所で申し出てください。その際、本人確認のた

め身分証明書等の確認をさせていただくこともありますので、ご了承ください。

記入例【入場券裏面です】
ご注意
１．投票日には、この入場券を持参してください。紛失したときは、投票所で

申し出てください。
２．この入場券は、本人以外は使えません。不正防止のため、生年月日等をお

たずねする場合もありますので、ご了承ください。������������������
３．当日、都合により投票できない方は期日前投票ができます。下記の「期日

前投票宣誓書」にあらかじめご記入していただきますと、受付が早くすみ
ます。南館と各支所で投票期間及び時間が異なりますのでご注意ください。

期日前投票　宣誓書
　私は、平成23年４月10日執行　山梨県議会議員一般選挙の当日、次
の事由に該当する見込みです。以下の記載が真実であることを誓います。

該
当
番
号
に
○

1
2
3
5

・仕事　・学業　・地域行事の役員　・冠婚葬祭

・（投票区外に）外出、旅行、滞在

・疾病、負傷、出産、身体障害（のため歩行困難）

・住所移転（ほかの市町村に居住）

期日前投票日

氏名･性別

生年月日

現住所

選挙人名簿
記載住所

（現住所と同じ
���場合は不要）

平成23年４月　　日

（男�・�女）

明治�・�大正
昭和�・�平成 年　　　月　　　日生

期日前投票ができる場所・期間等

場所

笛吹市役所南館

各支所
（御坂・一宮・八代・
境川・春日居・芦川）

期間 時間

４月２日（土)～９日（土)

４月２日（土)～９日（土)�

午前8時30分～
午後8時

午前8時30分～
午後66時

問合せ���笛吹市選挙管理委員会
電話�055（262）4111

内線201～203

記
入
例

窓　口 取扱業務 注意事項

戸　籍

住民課

住民票写しの交付（現在の住民票で本人や同

一世帯の方のみ。住基ネット広域交付除く）

【持ち物】運転免許証など官公署が発行した写真付の身分

証明書等（本人確認をさせていただきます）

担当係 取扱業務 持ち物

①国保資格取得届の受付（職場の健康保険を

脱退したとき）　※保険証は後日郵送

・印鑑

・職場の健康保険をやめたことがわかる証明（退職証明等）

②国保喪失届の受付（職場の健康保険に入ったとき） ・印鑑　　・国保の保険証　　・職場の保険証

税務課

国民健

康保険

高齢者

医　療

収税課

管　理

責任者

ナンバー交付

廃車手続

原動付自転車

小型特殊自動車

【持ち物】印鑑、販売証明書・廃車申告受付書・譲渡証明書のいずれか

【持ち物】印鑑、ナンバー（笛吹市登録のみ）

印鑑登録証明書の交付

（合併前印鑑登録証引替え含む）

【持ち物】

印鑑登録証（代理人の場合は認印も持参してください）

市税・国保税の収納
年度に関係なく納付できます。

（納付書がない場合は、再発行します）

所得証明書・所得課税証明書・非課税証明書

の交付

納税証明書の交付

（市県民税、法人市民税、軽自動車税）

【持ち物】○印鑑

　　　　・請求や受け取りは本人に限ります。

　　　　　（代理人による申請には委任状が必要です）

・窓口に来られた方の本人確認をさせていただく

場合があります（運転免許証、健康保険証など）。

出生、婚姻、離婚、死亡などの戸籍の届出受付 証明書発行などはできません。

納税相談 平日に事前予約をしてください。

③保険証の再交付 ・印鑑

④各種申請書の受付 ・印鑑

①保険料徴収・収納

②納付書再発行 ・印鑑

国　民

年　金

①免除申請受付

②年金資格取得・喪失の仮受付・資格取得・

喪失については、社会保険庁への照会が休

日はできませんので、仮受付になります。

・印鑑

③各種申請書の受付

戸籍の謄抄本及び附票の写しの交付

（現在の戸籍で本人及び同一戸籍に記載されて

いる方のみ）

独身証明書の交付（本人のみ）

【持ち物】

○運転免許証など官公署が発行した写真付の身分証明書等

　（本人確認をさせていただきます）

○窓口に来られる方の印鑑

水道料金、下水道料金、住宅使用料、保育料、

学童保育料、介護保険料、高齢者医療保険料、

社会教育・体育施設使用料の収納

【持ち物】

納付書（納付書がない場合は納付できません）

埋葬・火葬の許可、斎場の使用許可

住民基本台帳カードの申請・交付

（交付は、第１、３日曜日のみ）

【持ち物】運転免許証など官公署が発行した写真付の身分

証明書等２点以上（即日交付できない場合があります）

写真付カードの写真は、無料撮影できます。

■問合せ先　市役所本庁　☎�055（262）4111

　市民サービス向上のために市役所本庁で日曜窓口を開庁しています。どうぞご利用ください。
▼開設日時　毎週日曜日（12月29日から１月３日を除く）午前８時30分～正午　午後１時～５時30分
※川中島合戦戦国絵巻など、庁舎前で大きなイベントが開催される日は閉庁する場合があります。
▼開設場所　市役所本庁舎
▼取扱業務　取り扱いは一部の業務のみですので、業務内容を確認してからお越しください。
　　　　　　不明な点は平日または日曜窓口開設日にお問い合わせください。

▼開設日��日曜窓口開庁日のうち第２日曜日および月末日曜日��※ご注意��住民票の異動に伴う手続きはできません。

■
問
合
せ
先
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▼募集期間　４月１日（金）～４月２０日（水）　午前９時～午後５時
　　　　　　期間を過ぎても定員に達しない講座は、再募集する場合があります。

▼申込方法　規定の申込書に記入して、持参・ファックス・Ｅメール・郵送のいずれかでお申し込み
ください。その際には、必ず「講座番号と講座名」のご記入をお願いします。

○持参の場合　「笛吹市役所南館３階�生涯学習課」または「各支所地域課及び地域住民課」窓口
　　　　　　　（閉庁日を除きます）

○ファックスの場合　ＦＡＸ�０５５（２６１）３３４０

○Eメールの場合　申込書を市ホームページからダウンロードし、Ｅメールに添付してください。
　　　　　　　　　shogaigakusyu@city.fuefuki.lg.jp
　申込書は、上記の他、市内図書館窓口などにもおいてあります。また、このページのコピーもご
利用いただけます。

■申込・問合せ先　〒４０６－００３１��笛吹市石和町市部８０９－１　（笛吹市役所南館内）
　　　　　　　　　笛吹市教育委員会　生涯学習課　生涯学習担当　☎�０５５（２６１）３３３９

▼そ�の�他
○応募者が定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。その際は、笛吹市民が優先となります。
　（講座により、初心者等を優先する場合もあります）
○受講が決定した方または、抽選に外れてしまった方には、講座受講者決定通知書または、落選通知

書を送付しますので必ず内容をご確認ください。
○材料費・テキスト代・使用料・入場料・保険料などが必要な場合は、先に講座受講者決定通知書で

お知らせする銀行口座へ振り込んでいただくことになります。（1,000円未満は除く）ただし、受
講者の都合で受講できなくなった場合は、負担金の返金はできません。

○希望者が一定の数に達しない場合などには、講座を取りやめることもあります。

《笛吹市民講座》　「市民講座」の内容は、初心者を対象としています。引き続き受講を希望される場
合や、もう少し高いレベルの講座を受講したい場合などは、自主（任意）グループを結成すること
で、講座を継続できる場合もあります。詳しくは、各講座担当の生涯学習コーディネーターにご相
談ください。

《スコレー大学》　笛吹市民大学「スコレー大学」がスタートします。長期にわたって深く学びたい

方は、チャレンジしてみてください。平成23年度は２講座（14ページ）を開講します。

「笛吹市民講座（1学期）」及び「スコレー大学」受講申込書

住　所

電話番号 生年月日 大・昭・平　　年　　月　　日

フリガナ

男・女

申込者氏名

希望する
講座番号

希望する
講座番号 講　座　名講　座　名

〒

講師 安藤彩子�先生 定員 15人

会場 スコレーパリオ

日時 6月1日・8日・15日・29日、7月6日・13日
各水曜日　午前10時～11時30分

受講料 3,000円

練習でかわいいブローチを作成し、その後自分たち
で卵殻の下準備、色付けを行い、陶芸作家の焼いた菓
子皿に「卵殻モザイク」を施します。とても美しい作
品に仕上がります！！
※講師の作品が生涯学習課に展示してあります。

講師 風間繁樹�先生 定員 20人

会場 八代総合会館

日時 6月1日・8日・15日・22日・29日　各水曜日
午後7時～8時30分

受講料 無料

絵を描いてみたい、興味がある、これから何か趣味を
みつけたい方、一緒に基礎から楽しく学びましょう。

講師 金島正美�先生 定員 15人

会場 学びの杜みさか

日時 6月6日・13日・20日　各月曜日　
午後1時30分～3時30分

受講料 2,000円

エコクラフトは古新聞、牛乳パックから作ったクラ
フトテープを使用した手芸です。これからの季節に
活躍する籐の風合いのバッグを作ります。

講師 福嶋孝一�先生 定員 15人

会場 金川の森管理事務所

日時 6月18日（土）　午前9時30分～正午

受講料 1,000円

季節の植物を使って、こけ玉づくりを楽しみます。玄関、
お部屋のインテリアとしてみては、いかがでしょうか。

講師 名取信造�先生 定員 20人

会場 春日居福祉保健センター

日時 6月8日（水）　午前9時30分～11時30分

受講料 500円

ご当地グルメの鳥もつ煮の作り方を学び、お客様を
おもてなししましょう。

男のいけばな教室
講師 須田菊子�先生 定員 10人

会場 スコレーパリオ

日時 5月27日、6月3日・10日・17日・24日
各金曜日　午後7時～8時30分

受講料 5,000円

古来、武士のたしなみであった華道に触れて気分転換！
花を生けることで息抜きしてみませんか？

講師 弓場さつき�先生 定員 10人

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

日時 6月1日・8日・15日・22日・29日、7月6日・
13日・20日・27日　各水曜日
午後7時30分～9時

受講料 3,000円（楽器代、オカリナアルトC管を
お持ちの方は無料）

オカリナは土から生まれた楽器です。心を癒す大地
の音色を奏でてみませんか？� 初心者対象ですので、
どなたでも安心して学べます。

講師 古屋正作�先生 定員 15人(少数でも開催)

会場 学びの杜みさか

日時 5月26日、6月2日・9日・16日　各木曜日
午後2時～4時

受講料 無料

初心者対象の短歌教室です。まずは作ってみること
から始めていきます。短詩型文学の魅力に触れてみ
ませんか。



講師 （財）山梨県体育協会スポーツトレーナー

定員 15人会場 金川の森

日時 6月11日（土）午前9時30分～正午
※雨天の場合12日（日）に延期

受講料 無料

新緑の森の中で、森林浴を楽しみながらのウォーキ
ング。心と体をリフレッシュしましょう。

講師 半田美恵子�先生 定員 50人

会場 いちのみや桃の里スポーツ公園体育館

日時 6月2日・16日・23日、7月7日・14日・21日、
8月25日、9月1日・8日・22日・29日、
10月13日・20日
各木曜日　午前10時～11時30分

受講料 無料

有酸素運動で脂肪燃焼を促し、レクリエーション感
覚で楽しく行える筋力アップ＆スキルアップエクサ
サイズを行います。運動で得られるあらゆる効果を
実感してみてください。

講師 早川真白�先生 定員 30人

会場 境川総合会館

日時 6月2日・9日・16日・23日・30日　各木曜日
午後8時～9時30分

受講料 無料

南米のリズムで踊ってダイエット。ラテンダンスの
動きはインナーマッスル（深層筋）を極端に使うた
め内臓脂肪燃焼に効果的です。リズムの緩急がある
ので、知らないうちにカロリーが消費されます。

講師 上野智子�先生 定員 30人

会場 働く婦人の家（八代町）

日時 6月3日・10日・17日・24日　各金曜日
午後8時～9時30分

受講料 無料

ホームヨーガで身も心もリフレッシュしましょう！
自分の体調に合わせて無理なく呼吸法を学び、ぐっ
すり快眠しませんか？

講師 半田美恵子�先生 定員 30人

会場 石和清流館

日時 6月7日・14日・21日、7月5日・12日、
8月2日・9日・30日、9月6日・27日
各火曜日　午前10時～11時10分

受講料 無料

ストレッチで全身の凝りをほぐし、骨盤・股関節を
中心としたエクササイズでボディバランスを整えて
いきます。この機会に日頃の生活習慣を見直し、身
体の声に耳を傾けてみませんか。

講師 半田美恵子�先生 定員 20人

会場 スコレーセンター

日時 6月28日、7月26日、8月23日、9月13日、
10月18日、11月22日、12月20日、
1月24日、2月28日、3月27日
各火曜日　午後7時30分～8時30分

受講料 無料

布(クロス)を使った、新感覚のエクササイズです。
楽しく優雅に…でも、ハードに動きます！！生涯学
習課が考案したオリジナルエクササイズを体験して
みませんか！！

講師 佐久間しほみ�先生 定員 20人

会場 スコレーセンター

日時 8月18日・25日、9月8日・15日・29日
各木曜日　午前10時～11時30分

受講料 無料

笑いの体操とヨガの呼吸法を組み合わせた運動法で
す。笑いの運動効果で心身ともにリフレッシュ！み
なさんで一緒に大笑いしてみませんか？

講師 筒井三男�先生 定員 20名

会場 石和中央テニスコート

日時 5月26日、6月2日・9日・16日・23日・30日、
7月7日・14日・21日・28日　各木曜日　
午前10時～正午

受講料 無料

軟式テニスを始めてみたい方や興味のある方を対象
とした、基本プレーを楽しく学べる教室です。

講師 野澤文江�先生

定員 生後2カ月～2才までの親子10組

会場 八代総合会館

日時 5月27日、6月10日・24日、7月8日・22日
各金曜日　午前10時30分～正午

受講料 4,000円

オイルを使ってのマッサージ、子供とのコミュニケ
ーション方法のひとつファーストサインを学び、親
子でふれあう時間をつくりましょう。

講師 浅川和多留�先生 定員 15人

会場 学びの杜みさか

日時 6月7日・21日、7月12日・26日　各火曜日
午後8時～9時30分

受講料 無料

今、話題の川柳。作品づくりを基礎から学ぶ講座です。
「五・七・五」を楽しく自分らしく表現してみましょう。

講師 足立利恵�先生 定員 10人

会場 学びの杜みさか

日時 9月2日・9日・16日・30日　各金曜日
午前10時～11時30分

受講料 1,500円

ペンを使い行書を基礎から学びます。平仮名、名前、
住所など自信の持てる字を身につけてみましょう。
※初めての方が対象です。

講師 窪田　茂�先生 定員 15人

会場 1.�金川の森�2.�芦川町

日時

受講料 700円（昼食代）

オオルリは5月～6月に芦川町や御坂町で、観ること
ができる「幸せの青い鳥」です。日本三鳴鳥といわれ
るその美しい鳴き声と姿を探してみましょう！

講師 室伏　徹�先生 定員 20人

会場 勝沼町菱山地区～深沢地区～岩崎地区

日時 5月30日（月）　午前8時～正午　※雨天決行
午前8時�スコレーセンター南側駐車場�集合出発

受講料 無料

文明・文化は著しい発展を遂げ、私たちは大変便利な
生活を送っています。現在の文明の礎となった、県内
に残る「近代化遺産」について学ぶ一回目です。
※2時間程度、坂道などを歩きながらの学習会です。

講師 くろがねやリフォーム館 定員 20人

会場 ホームセンターくろがねや和戸店

日時 6月25日、7月2日・9日・16日・23日
各土曜日　午前10時～11時30分

受講料 実費（材料費3,000円�程度）

住宅建築のプロから住まいの修繕技術を習得すると
ともに、リフォームの知識を学びます。「火災報知器
取付け」「網戸張替え」「バリアフリー」他

1.�5月28日（土)午前8時～11時
　金川の森公園管理事務所集合
　※雨天の場合はスライドによる野鳥説明会
2.�6月4日(土)午前7時30分～午後3時
　スコレーセンター南側駐車場集合
　※雨天の場合は中止

講師 山梨県ターゲットバードゴルフ協会公認指導者

定員 30人

会場 金川の森ターゲットバードゴルフ場(スポーツの森)

日時 9月24日（土）　午前9時30分～正午
※雨天の場合、25日（日）に延期

受講料 250円（道具レンタル代）

羽根付きボールを、普通のゴルフクラブを使用し、
ビーチパラソルを逆さに立てたようなネットに打ち
込むミニゴルフの一種です。正しいフォームやスイ
ングなどの基礎を学びます。

講師 A�望月先生　B�望月先生　C�京島先生

定員 ①、②各25人（申込書にどちらか番号を記入）

会場 A�なかとみ和紙の里��B�雨畑硯の里「硯匠庵」��C�なめこ工場

日時 ①6月3日(金）�②6月10日(金）�午前9時30分
スコレーセンター南側駐車場集合出発
午後3時40頃帰着予定

受講料 1,180円

A　紙漉き体験（字漉き）
B　工房・展示室で説明と見学等
C　県内一のなめこ工場の生産工程を学びます。



講師 俳句結社「白露」創刊同人　　瀬　町子�先生

単位 1単位

定員 20人

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

日時 6月9日、7月14日、8月11日、9月8日、10月13日、11月10日、12月8日、1月12日、2月9日、3月8日
（全10回）　各第2木曜日　午後1時30分～3時（吟行の場合は別途）

受講料 1,000円

講師 酒折連歌の会　林�静雄�先生定員 20人 単位 2単位会場 スコレーセンター

日時 5月25日、6月8日・22日、7月6日・20日、9月14日・28日、10月12日・26日、11月9日・30日、
12月14日、1月11日・25日、2月8日・22日　（全16回）　各水曜日　午後2時～4時

受講料 3,000円

世界に誇る最短詩「俳句」、わずか17文字に四季おりおりの情感を織り交ぜて詠んでみましょう。俳句が初めて
の方、大歓迎です。この機会に俳句の世界にどうぞいらしてください。開催日の中で吟行（ぎんこう：俳句の題
材を求めて名所等を訪ねること）も予定しています。�

昨年、入り口を覗いた古典文学の世界に歩みを進める時が来ました。今年は1年をかけ「万葉集」を読み解いて
いきます。日本語の美しさに心打たれ、言葉の不思議に触れる中で、日本人の心の源流をうかがい知ることが
できるかも知れません。併せて、作品の出来上がった背景や時代を知ることで、歴史の分野まで私たちの視野
は拡がるでしょう。

※スコレー大学は、単位制の市民講座です。学ぶ意欲があり、1年間続けられる方であればどなた
でも受講できます。スコレー大学の講座を履修すると単位を習得でき、その合計が10単位に達
すると修了となります。

講師 高野ＧＲＥＥＴ�先生 定員 20人

会場 春日居あぐり情報ステーション

日時 6月7日・14日・28日、7月5日・12日・26日、
8月30日、9月6日・13日・27日　各火曜日
午後7時30分～9時

受講料 2,000円

講師 小田切こずえ�先生 定員 15人

会場 働く婦人の家（八代町）

日時 8月4日・11日・18日・25日、9月1日
各木曜日　午後1時30分～3時

受講料 無料

コミュニケーションのキーポイントを押さえながら
「知っている」ビジネスマナーから「できる」ビジネス
マナーへスキルアップしましょう。

講師 笛吹市キャラバン・メイト

定員 ①、②各20人（申込書にどちらか番号を記入）

日時 ①7月27日(水)��午後7時～9時
②8月24日(水)��午後1時30分～3時30分

会場 スコレーセンター 受講料 無料

「認知症」は誰にでも起こりうる脳の病気です。認知
症を正しく理解し、認知症の方やその家族を温かく
見守る応援者として「認知症サポーター」になりませ
んか。あなた自身の認知症予防にもつながります。

　平成22年度市民講座受講生の学習成果の発表の場と

して、次により作品展を開催いたします。

▼期間　４月21日（木）～27日（水）※25日（月）は休館日

　　　　午前９時～午後５時（27日は、午後１時まで）

▼場所　スコレーセンター　2階　アートギャラリー

▼展示作品（予定）�陶器・編物・折り紙・レザークラ

フト・帽子・似顔絵・プリザーブドフラワー・和紙

干支・ステンシルなど

■問合せ先

　生涯学習課　生涯学習担当　☎�055（261）3339

▼問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

次の活動に
つなげられると
いいわね～

これからも
がんばって活動
して欲しいな～

笛ちゃん 吹ちゃん

　私たち家庭部会は、人が生活するための基礎である家庭での男
女共同参画を目指し、日々気づき、意識改革をしながら活動して
きました。全員で支え合い、歌・体操のDVD化の夢を実現できた
ことが今期の最大の誇りです。私たちの練習は当然ながら、市民
の皆さんに呼びかけ、幼児から人生の大先輩までのさまざまな世
代が入った「輝き隊」という合唱団を組織し、歌声そのものに勇
気さえいただきました。行政のアドバイスや支えをいただきなが
ら部会員個々の小さな力が大きく育っていくことも発見でした。
だからこそ私たちの次なる使命は“発進”です。今後地域に出て
の活動になりますが、私たちが輝けたように、市民一人ひとりが
いきいきと生活できるよう、わかりやすく楽しい取り組みを目指し、
ホップ・ステップ・ジャンプです!

　地域部会では、「地域づくりは男女一緒」をテーマに、パフォー

マンス・寸劇・対話などの活動をしてきました。平成22年度は、

県のフォーラム、「ぴゅあ総合フェスタ2010」のパフォーマンス&

ワークショップに会話劇で参加しました。会場では、部会員の熱

演にうなずく人も多く、始終笑いが絶えませんでした。多くの参

加者から「身近な話題を取り上げているので、とてもわかりやす

くよかった」との感想をいただきました。そのほか学習会・講演

会にも参加しましたが、市内での推進活動は、まだ充分とはいえ

ません。今後は、当初からの活動方針「地域に飛び出して活動し

よう！」を積極的に進めていきたいとメンバー一同燃えています。

　私たち笛吹市男女共同参画推進委員会が第2期の活動を始めて2年目が終わろうとしています。今期、

私たちは男女共同参画社会の実現を目指して、家庭・職場・地域の3つの部会に分かれ活動を進めて

きました。その他に第2次「輝け� 男女笛吹プラン」案の検討、市の男女共同参画推進条例制定へ向け

ての取組などに挑み、その活動を市の広報紙等を通してお伝えしてきました。

　今回は、3つの部会活動を中心に今期の活動を振り返りたいと思います。

　「男女が働きやすい職場づくり」、これは私たち職場部会の今
期の活動テーマです。平成21年度に続いて、22年度は働く男女
がより働きやすい状況をどうつくるかを探ろうと、市内の学童保
育クラブの実態調査に取り組みました。学童保育クラブの指導員とそこを利用する保護者に実態調査をお
願いし、成果や課題を浮き彫りにしようということでした。
　設問から考え、アンケートを作成し、依頼・回収・分析の作業を
メンバー全員で協力して行いました。その結果、現実に満足してい
るという回答が90%あり、学童保育クラブが利用者に大いに感謝さ
れているということがわかりました。一方、「輝け��男女笛吹プラン」
の周知度はとても低い実態が見えました。2次プランを理解していた
だけるような推進の必要を感じました。
　また、ファミリーサポートセンターの周知度・活用状況も課題です。
　新たな取り組みにつなげていきたいと思います。



鳥居の額束石造明神鳥居

石造庚申神殿

　
今
回
の
『
笛
吹
市
探
訪
』
で
は
八
代

町
岡
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。

　
岡
地
区
は
浅
川
の
扇
状
地
と
曽
根
丘

陵
に
続
く
上
ノ
原
の
丘
陵
地
帯
に
位
置

し
て
い
ま
す
。

　
丘
陵
上
に
位
置
す
る
「
八
代
ふ
る
さ

と
公
園
」
に
は
、
岡
・
銚
子
塚
古
墳
や

盃
塚
古
墳
が
復
元
し
て
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
普
段
か
ら
親
子
連
れ
な
ど
が
散

歩
し
て
い
る
風
景
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
周
辺
に
は
、
そ
れ
以
外
に
も
古
墳
、

遺
跡
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
一
帯
は
一
般

に
「
銚
子
原
（
ち
ょ
う
し
っ
ぱ
ら
）
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
岡
地
区
に
は
遺
跡
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
歩
い
て
み
る
と
、
意
外

と
多
く
の
文
化
財
に
出
会
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
寺
社
に
は
日
蓮
宗
の
善
国
寺
や
八
幡

神
社
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
起
源
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん

が
、
山
梨
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
舞
や
謡
（
う
た
い
）
の
伝
統

芸
能
で
あ
る
式
三
番
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
地
区
の
氏
神
で
あ
る

八
幡
神
社
の
石
造
物
か
ら
岡
地
区
の
歴

史
・
文
化
を
紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

【
石
造
庚
申
神
殿
】

　
神
社
の
境
内
に
は
、
石
で
造
ら
れ
た

祠
（
ほ
こ
ら
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

笛
吹
市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の
石
造

庚
申
神
殿
（
せ
き
ぞ
う
こ
う
し
ん
し
ん

で
ん
）
で
す
。
こ
の
祠
は
江
戸
時
代
の

終
わ
り
ご
ろ
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、
中

に
は
庚
申
待
（
こ
う
し
ん
ま
ち
）
の
本
尊

で
あ
る
　
面
金
剛
（
し
ょ
う
め
ん
こ
ん

ご
う
）
の
像
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
庚
申
待
と
は
60
日
に
一
度
め
ぐ
っ
て

く
る
庚
申
の
日
の
夜
に
、
寝
な
い
で
過

ご
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
生
き
で
達
者

で
い
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
す
る
行
事

で
す
。

　
こ
の
祠
に
よ
っ
て
、
岡
地
区
で
は
江

戸
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
、
住
民
が
集
ま

っ
て
庚
申
待
を
さ
か
ん
に
行
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【
石
造
明
神
鳥
居
】

　
ま
た
、
境
内
入
口
に
は
石
で
造
ら
れ

た
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。
鳥
居
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
形
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
鳥
居

は
明
神
鳥
居
（
み
ょ
う
じ
ん
と
り
い
）
と

い
う
も
の
で
す
。
高
さ
は
約
2
・
7
m

あ
り
、
調
律
の
と
れ
た
き
れ
い
な
姿
を

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
額
束

（
が
く
づ
か
）
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
に
は

文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
こ
の
石
鳥
居
は
、
延
宝
四
年（
1
6
7
6
）

に
、
甚
右
衛
門
（
じ
ん
え
も
ん
）
と
い
う

人
が
、
大

阪
の
石
大

工
の
吉
兵

（
き
ち
べ

え

）
と
い

う
人
に
お

願
い
し
て

建
て
た
こ

と
が
わ
か

り
ま
す
。

　
当
時
、

山
梨
で
は

長
野
の
石

大
工
が
活

躍
し
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、

八
幡
宮
の

石

鳥

居

は
、
大
阪

の
石
大
工
が
建
て
た
も
の
で
、
長
野
の

石
大
工
の
勢
力
圏
で
あ
る
山
梨
に
大
阪

の
石
大
工
の
進
出
を
示
す
と
て
も
重
要

な
も
の
で
す
。

　
県
内
に
は
吉
兵
が
建
て
た
と
い
わ
れ

て
い
る
石
鳥
居
が
八
幡
神
社
以
外
に
甲

府
市
美
咲
の
御
崎
神
社
、
同
市
千
塚
の

八
幡
神
社
、
韮
崎
市
苗
敷
山
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
吉
兵
作
の
石
灯
籠
が
甲
府

市
酒
折
の
酒
折
宮
、
同
市
愛
宕
町
の
長

禅
寺
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
吉
兵
は
慶
安
4

年
（
1
6
5
1
）
か
ら
天
和
3
年
（
１
６

８
３
）
ま
で
の
33
年
間
に
甲
府
盆
地
南

西
部
を
渡
り
歩
い
て
石
造
物
を
造
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
八
幡
神
社
の
石
鳥
居
は
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
造
ら
れ
た
の
か
考
え
な
が
ら
、

県
内
の
吉
兵
が
作
っ
た
石
造
物
を
眺
め

て
歩
く
の
も
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
八
幡
神
社
の
石
造
物
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
岡
地
区
に
あ
る
「
八
代

ふ
る
さ
と
公
園
」
は
甲
府
盆
地
と
周
辺

に
広
が
る
山
々
が
一
望
で
き
ま
す
。
ま

た
、
春
に
は
一
面
、
淡
い
桜
の
ピ
ン
ク

色
に
染
ま
っ
た
景
色
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
目
の
前
に
広
が
る
眺
望
を
楽
し
み

な
が
ら
、
ぜ
ひ
、
今
回
紹
介
し
た
八
幡

神
社
な
ど
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一人当たり療養給付費

19,000

18,000

17,000

16,000

H20.12
18,050

H21.12
18,202

H22.12
18,691

�　　
平
成
23
年
度
の
新
し
い
保
険
証
を
送

付
し
ま
し
た
。
保
険
証
は
笛
吹
市
国
保

の
被
保
険
者
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

大
切
に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

次
の
こ
と
に
注
意
く
だ
さ
い
。

・
平
成
23
年
度
は
保
険
証
の
色
が
、
一

般
は
ク
リ
ー
ム
色
、
退
職
は
水
色
に

な
り
ま
す
。

・
有
効
期
限
は
平
成
24
年
3
月
31
日
（
土
）

ま
で
で
す
。
有
効
期
限
に
気
を
つ
け

て
、
平
成
23
年
4
月
に
な
っ
た
ら
平

成
22
年
度
保
険
証
は
破
棄
し
て
く
だ

さ
い
。

・
平
成
23
年
度
中
に
75
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
方
は
、
75
歳
以
降
は
長
寿
医

療
制
度
加
入
の
た
め
有
効
期
限
が
誕

生
日
の
前
日
ま
で
で
す
。

・
退
職
国
保
の
保
険
証
を
お
持
ち
で
平

成
23
年
度
中
に
65
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
る
方
は
、
誕
生
月
の
末
日
ま

で
の
有
効
期
限
で
す
。
有
効
期
限
前

に
一
般
の
保
険
証
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

・
国
保
税
に
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
「
短

期
被
保
険
者
証
」
ま
た
は
医
療
費
が

一
旦
全
額
自
己
負
担
に
な
る
「
資
格

証
明
書
」
を
送
付
し
ま
し
た
。
既
に

納
付
相
談
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
分

納
に
よ
り
短
期
証
の
更
新
を
受
け
て

い
る
方
は
、
引
続
き
短
期
証
の
更
新

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
未
だ
納

付
の
相
談
を
し
て
い
な
い
方
は
、
早

め
に
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
既
に
納
付
し
て
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
短
期
証
が
届
い
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
行
き
違
い
の
た
め
ご
容
赦
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
そ
の
場
合
は
国
民
健
康
保
険
課

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
改
正
臓
器
移
植
法
の
施
行
に

伴
い
、
被
保
険
者
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供

に
関
す
る
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
裏
面
に
は
、
次
の
よ
う
な
意
思
の
表

示
を
確
認
す
る
記
述
欄
が
あ
り
ま
す
。

・
私
は
、
脳
死
後
及
び
心
臓
が
停
止

し
た
死
後
の
い
ず
れ
で
も
、
移
植
の

為
に
臓
器
を
提
供
し
ま
す
。

・
私
は
、
心
臓
が
停
止
し
た
死
後
に

限
り
、
移
植
の
為
に
臓
器
を
提
供
し

ま
す
。

・
私
は
、
臓
器
を
提
供
し
ま
せ
ん
。

　
被
保
険
者
証
を
受
け
取
っ
た
方
は
、

必
ず
裏
面
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
ご

自
身
の
意
思
に
つ
い
て
家
族
や
友
人
と

話
し
合
っ
て
、
意
思
表
示
し
て
お
く
こ

と
も
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
ご
記
入
後
は
個
人
情
報
保
護

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
22
年
12
月
の

一
人
当
た
り
療
養
給

付
費
は
1
万
８
６
９

１
円
で
し
た
。
平
成

21
年
12
月
と
比
較
す

る
と
４
８
９
円
（
＋

2
・
7
％
）
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　
適
度
な
運
動
や
栄
養
、
休
養
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
と
り
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康

づ
く
り
を
心
が
け
、
医
療
費
の
節
約
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１



　
親
子
で
春
の
鎌
倉
街
道
を
歩
き
ま
せ

ん
か
。
鎌
倉
街
道
周
辺
の
文
化
財
と
、

昨
年
市
と
協
定
を
結
ん
だ
県
立
博
物
館

企
画
展
「
北
斎
の
冨
嶽
三
十
六
景
」
（
世

界
で
最
も
愛
さ
れ
て
い
る
富
士
の
シ
リ

ー
ズ
全
46
枚
を
一
挙
公
開
！
）
を
見
学

し
ま
す
。
葛
飾
北
斎
と
甲
斐
国
千
年
の

都
笛
吹
市
の
歴
史
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象

　
小
学
1
〜
6
年
生
の
親
子
　
25
組

▼
日
時
　
4
月
24
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
山
梨
県
立
博
物
館

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
お
子
様
と
保
護
者
の
方

の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
明
記
の
上
、
郵
送
、
持
参
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
教
育
委
員
会

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

〒
4
0
6
―

0
0
3
1

笛
吹
市
石
和
町
市
部
8
0
9
―

1

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

℻
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
0

E
メ
ー
ル

　
富
士
山
に
つ
い
て
地
理
学
的
に
解
説

す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
魅
力
を
紹
介

し
ま
す
。

▼
日
時

4
月
24
日
（
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
山
梨
県
立
博
物
館

▼
講
師
　
田
代
　
博
氏
（
日
本
国
際
地

図
学
会
評
議
員
）

▼
参
加
費
　
無
料

※
予
約
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
立
博
物
館
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

　
ク
マ
が
棲
む
森
は
た
く
さ
ん
の
水
を

蓄
え
た
豊
か
な
森
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
命
に
必
要
な
水
を
守

る
こ
と
は
、
森
を
守
る
こ
と
、
ク
マ
を

は
じ
め
動
物
の
棲
む
森
を
守
る
こ
と
。

　
ど
う
ぞ
あ
な
た
の
力
を
ち
ょ
っ
ぴ
り

貸
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
4
月
3
日
（
日
）

開
場
　
午
後
0
時
30
分

開
会
　
午
後
1
時

閉
会
　
午
後
4
時
10
分

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
紙
芝
居
「
ド
ン
グ
リ
の
森
を
守
っ
て
」

〜
「
人
と
ク
マ
と
森
の
つ
な
が
り
」

○
会
長
講
演
『
ク
マ
と
も
り
と
ひ
と
』

▼
定
員
　
4
0
0
人

▼
後
援
　
県
教
育
委
員
会
・
市
教
育
委

員
会
な
ど

■
申
込
・
問
合
せ
先

日
本
熊
森
協
会
　
山
梨
県
支
部

☎
0
9
0
（
8
3
4
8
）
4
0
6
7

℻
0
5
5
（
2
6
6
）
5
0
9
5

E
メ
ー
ル

rig
h

tsta
ff_

a
k

e
m

i@
y

a
h

o
o

.c
o

.jp

�

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
森
探
検

　
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、
森
の
中

で
思
い
切
り
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
5
月
4
日
（
水
）

　
受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
10
時
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
室
内
で
実
施

▼
講
師
　
野
澤
健
夫
氏
（
甲
府
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会
会
長
）

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物

　
運
動
が
で
き
る
服
装
、
筆
記
用
具

▼
申
込
受
付
　
4
月
4
日
（
月
）
か
ら

※
た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

�

野
鳥
と
の
出
会
い

　
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
野
鳥
を
み
ん
な

で
楽
し
く
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
5
月
28
日
（
土
）

　
受
付
�

午
前
7
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
8
時
〜
11
時

※
雨
天
の
場
合
は
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
野

鳥
説
明
会

▼
講
師
　
窪
田
　
茂
氏
（
山
梨
野
鳥
の

会
副
会
長
）

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具

※
図
鑑
や
双
眼
鏡
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

▼
共
催
　
笛
吹
市

▼
申
込
受
付
　
4
月
28
日
（
木
）
か
ら

※
た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

s
h

o
g

a
ig

a
k

u
s
y

u
@

c
ity

.fu
e

fu
k

i.

lg
.jp

�　　
笛
吹
市
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
第
6

回
笛
吹
市
体
育
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
た

だ
き
、
健
康
づ
く
り
や
体
力
向
上
、
明

る
く
豊
か
な
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
一
部
の
競
技
で
一

般
参
加
で
き
る
種
目
（
★
印
の
あ
る
種

目
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

開
会
式

▼
日
時

�
4
月
23
日
（
土
）
午
後
7
時
か
ら

▼
場
所
�

境
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

○
陸
上
競
技

　
日
程
�
4
月
24
日
（
日
）

　
場
所
�

小
瀬
陸
上
競
技
場

　
内
容
�

支
部
対
抗

○
軟
式
野
球

　
日
程
�
4
月
17
（
日
）
・
24
日
（
日
）
・

　
�
�
�

29
日
（
金
・
祝
）

　
場
所
�

境
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場

　
内
容
�

支
部
対
抗

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

�
日
程
�
4
月
29
日
（
金
・
祝
）

�
場
所
�

石
和
中
央
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

�
内
容
�

支
部
対
抗

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

�
日
程
�
4
月
29
日
（
金
・
祝
）

�
場
所
�

若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
館

　
�
�
�

浅
川
中
体
育
館

�
内
容
�

支
部
対
抗

○
卓
球

�
日
程
�
4
月
24
日
（
日
）

�
場
所
�

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー

�
�
�
�

ツ
公
園
体
育
館

�
内
容
�

支
部
対
抗

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
日
程
　
6
月
26
日
（
日
）

　
場
所
　
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場

　
内
容
　
支
部
対
抗

○
サ
ッ
カ
ー

　
日
程
　
4
月
29
日
（
金
・
祝
）

　
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー

　
　
　
　
ツ
公
園

　
内
容
　
支
部
対
抗

○
柔
道

　
日
程
　
4
月
24
日
（
日
）
午
前

　
場
所
　
清
流
館
柔
道
場

　
内
容
　
支
部
対
抗

○
弓
道

　
日
程
　
4
月
23
日
（
土
）

　
場
所
　
清
流
館
弓
道
場

　
内
容
　
支
部
対
抗

○
剣
道

　
日
程
　
4
月
23
日
（
土
）

　
場
所
　
富
士
見
小
体
育
館

　
内
容
　
支
部
対
抗

○
相
撲

　
日
程
　
4
月
24
日
（
日
）
午
後

　
場
所
　
清
流
公
園
相
撲
場

　
内
容
　
支
部
対
抗

★
テ
ニ
ス
（
一
般
参
加
可
）

　
日
程
　
4
月
月
23
日
（
土
）

　
場
所
　
石
和
中
央
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
内
容
　
参
加
者
の
親
睦
を
図
る

○
射
撃

　
日
程
　
4
月
24
日
（
日
）

　
場
所
　
下
部
射
撃
場
（
身
延
町
）

　
内
容
　
支
部
対
抗

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
日
程
　
4
月
29
日
（
金
・
祝
）

　
場
所
　
御
坂
西
小
体
育
館

　
内
容
　
支
部
対
抗

○
ゴ
ル
フ

　
日
程
　
4
月
27
日
（
水
）

　
場
所
　
境
川
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

　
内
容
　
支
部
対
抗

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
日
程
　
4
月
24
日
（
日
）

　
場
所
　
花
鳥
の
里
ス
ポ
ー
ツ
広
場

　
内
容
　
支
部
対
抗

○
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
日
程
　
4
月
29
日
（
金
・
祝
）

　
場
所
　
御
坂
体
育
館

　
内
容
　
支
部
対
抗

○
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

　
日
程
　
4
月
23
日
（
土
）

　
場
所
　
金
川
の
森
T
B
G
場�

�本
コ
ー
ス

　
内
容
　
支
部
対
抗

○
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

　
日
程
　
4
月
17
日
（
日
）

　
場
所
　
御
坂
西
小
体
育
館

　
内
容
　
支
部
対
抗

○
水
泳

　
日
程
　
4
月
24
日
（
日
）

　
場
所
　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市
）

　
内
容
　
支
部
対
抗

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
日
程
　
4
月
29
日
（
金
・
祝
）

　
場
所
　
御
坂
花
鳥
の
里
ス
ポ
ー
ツ
広
場

　
内
容
　
支
部
対
抗

★
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
（
一
般
参
加
可
）

　
日
程
　
4
月
29
日
（
金
・
祝
）

　
場
所
　
境
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
内
容
　
交
流
会
方
式

★
ハ
イ
キ
ン
グ
（
一
般
参
加
可
）

　
日
程
　
4
月
24
日
（
日
）

　
場
所
　
御
坂
山
・
黒
岳

　
内
容
　
山
歩
き

○
武
術
太
極
拳

　
日
程
　
4
月
23
日
（
土
）

　
場
所
　
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
館

　
内
容
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
方
式

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
体
育
協
会
事
務
局
・
（
財
）
ふ

え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9
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市
で
は
、
男
女
が
性
別
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
い
き
い
き
と
活
動
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、

男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
『
輝
け
男

女
　
笛
吹
プ
ラ
ン
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参

画
推
進
の
た
め
に
活
動
し
て
い
た
だ
け

る
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限
　
5
月
13
日
（
金
）
ま
で

▼
募
集
人
数
　
27
人
以
内

▼
任
期
　
平
成
23
年
6
月
1
日
か
ら
平

成
25
年
5
月
31
日
の
2
年
間

▼
応
募
方
法
　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
を
明
記
の
上
、
電
話
・
E

メ
ー
ル
・
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
い

ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
3
8

℻
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
5

E
メ
ー
ル

　
平
成
23
年
度
2
学
期
か
ら
運
用
が
始

ま
る
一
宮
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
配
送

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
兼
配
膳
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員
　
若
干
名

※
た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

▼
勤
務
日
　
月
〜
金
曜
日

　
（
給
食
の
あ
る
日
）

※
勤
務
を
要
さ
な
い
日

長
期
休
み
（
夏
・
冬
・
春
）、
学
期
末
、

学
期
始
め
の
給
食
の
な
い
日
等
�

▼
勤
務
時
間

�
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

　
（
5
時
間
勤
務
1
時
間
昼
休
み
）

▼
資
格

　
要
普
通
免
許
（
2
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
が

運
転
で
き
る
方
）
で
心
身
と
も
に
健

康
な
方

▼
賃
金

　
時
給
制
　
時
給
7
8
0
円

　
（
1
日
あ
た
り
3
9
0
0
円
）

▼
手
当

�
6
月
と
12
月
合
わ
せ
て
30
日
分
（
6
月

は
10
日
分
、
12
月
は
20
日
分
）、
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
ま
で
2
キ
ロ
以
上
通
勤
の

場
合
、
手
当
有
��

▼
社
会
保
険
　
適
用
無
し
�

▼
雇
用
保
険
　
有
り
�

▼
勤
務
内
容

　
　
一
宮
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
配
送

ト
ラ
ッ
ク
（
2
台
）
を
運
転
し
、
コ

ン
テ
ナ
に
よ
り
各
学
校
に
食
器
食
缶

の
配
送
配
膳
、
回
収
を
行
う
（
コ
ン

テ
ナ
重
量
が
重
い
の
で
あ
る
程
度
力

が
必
要
な
作
業
と
な
り
ま
す
）
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
採
用
が
決
ま
り
次
第
終
了

■
申
込
・
問
合
せ
先
　

　
学
校
教
育
課
　
学
校
給
食
担
当

　
☎
5
5
（
2
6
1
）
3
3
４
１

▼
種
目

①
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

②
幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
科
）

③
一
般
曹
候
補
生
（
第
1
回
）

④
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

⑤
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

▼
受
付
期
間

①
〜
③
　
5
月
6
日
（
金
）
ま
で

④
・
⑤
　
第
1
回
は
4
月
6
日
（
水
）

ま
で
、
第
2
回
は
7
月
19
日
（
火
）
か

ら
10
月
5
日
（
水
）
ま
で

※
資
格
・
試
験
日
な
ど
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

　
募
集
課

　
☎
0
5
5
（
2
5
3
）
1
5
9
1

・
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

　
甲
府
募
集
案
内
所

　
☎
0
5
5
（
2
2
8
）
6
4
2
7

観
光
業
の
た
め
の
中
国
語
1

▼
日
時
　
5
月
13
日
（
金
）･
17
日
（
火
）・

20
日
（
金
）・
24
日
（
火
）・
27
日
（
金
）･
31

日
（
火
）
　
午
後
7
時
〜
9
時

▼
定
員
　
15
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
2
1
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
受
付
期
限
　
5
月
6
日
（
金
）
ま
で

観
光
業
の
た
め
の
中
国
語
2

▼
日
時
　
6
月
3
日
（
金
）・
7
日
（
火
）・

10
日
（
金
）・
14
日
（
火
）・
17
日
（
金
）・
21

日
（
火
）
　
午
後
7
時
〜
9
時

▼
定
員
　
15
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
2
1
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

▼
受
付
期
限
　
5
月
27
日
（
金
）
ま
で

※
「
観
光
業
の
た
め
の
中
国
語
1
･
2
」

は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
受
講
し
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
と
も
に
県
立
産
業
技
術
短
期

大
学
校

※
講
座
内
容
、
日
程
等
、
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
☎
0
5
5
3
（
3
2
）
5
2
0
2

みんなでミュージカルに挑戦しよう

　
日
本
の
伝
統

話
芸
と
豊
か
な

表
現
力
、
ユ
ー

モ
ア
の
セ
ン
ス

を
楽
し
く
学
び

ま
し
ょ
う
。
目

標
は
楽
し
く
自

己
表
現
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ

と
で
す
。

　
「
笑
点
・
若

手
大
喜
利
」
の

主
要
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
林
家
彦

い
ち
師
匠
と
、

「
ざ
ぶ
と
ん
亭
風
流
企
画
」
の
馬
場
憲
一

さ
ん
が
指
導
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町

村
在
住
の
小
・
中
・
高
校
生
（
面
談

会
や
練
習
、
公
演
に
参
加
で
き
る
方
）

▼
練
習
日
時

夏
休
み
と
日
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

（
お
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

土
曜
日

午
後
4
時
30
分
〜
7
時
30
分

5
月
・
6
月
の
土
日
　
各
2
〜
3
回

7
月
・
8
月
　
　
　
　
各
6
〜
7
回

（
欠
席
の
日
が
あ
っ
て
も
大
丈
夫
で
す
）

※
4
月
10
日
（
日
）
午
後
3
時
よ
り
、
鵜

飼
山
・
遠
妙
寺
本
堂
に
て
お
手
本
落

語
会
見
学
を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
公
演
日
・
場
所

8
月
28
日
（
日
）
午
後
2
時

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
基
本
コ
ー
ス

昨
年
ま
た
は
今
年
か
ら
参
加
、
も
う

一
度
基
礎
か
ら
覚
え
た
い
方
を
対
象

と
し
た
コ
ー
ス

○
上
達
コ
ー
ス

個
性
に
合
っ
た
演
目
や
、
新
作
落
語

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
本
格
的
な
コ
ー
ス

▼
募
集
人
数
　
50
人
程
度
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

　
往
復
ハ
ガ
キ
に
横
2
㎝
×
縦
３
㎝
程

度
の
顔
写
真
を
貼
り
、
住
所
、
本
人

と
保
護
者
の
氏
名
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
、
特
技
を
記
入
し
て
（
あ

れ
ば
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
）
、
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

4
月
20
日
（
水
）
必
着

■
申
込
・
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
内
　
（
財
）
ふ
え

ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

〒
4
0
6
―

0
0
3
5

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
6
2
6
―

1

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
市
民
劇
団
で
は
、
劇
団
員
第
6
期
生

を
募
集
し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
大
歓
迎
で
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
衣
装
や
大
道
具
も
自
分
た
ち
で

手
づ
く
り
し
ま
す
。

▼
対
象

市
内
・
近
隣
市
町
村
在
住
の
小
学
生

以
上
の
方

▼
練
習
日
程

○
毎
週
水
曜
日
　
午
後
6
時
30
分
〜
8

時
30
分

○
毎
週
日
曜
日
　
午
後
1
時
〜
5
時

※
5
月
中
旬
か
ら
練
習
開
始
予
定
で
す
。

本
番
前
は
、
練
習
時
間
が
少
し
増
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
練
習
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
公
演
日

　
平
成
23
年
12
月
10
日
（
土
）
・
11
日
（
日
）

▼
募
集
人
数
　
30
人
程
度

※
た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
内
　
（
財
）
ふ
え

ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
第
7
回
笛
吹
市
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
　
5
月
8
日
（
日
）

※
雨
天
の
場
合
　
5
月
15
日
（
日
）

　
開
会
式
　
午
前
8
時
30
分

▼
場
所
　

　
市
石
和
中
央
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
申
込
締
切
　
4
月
22
日
（
金
）
ま
で

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
内
　
（
財
）
ふ
え

ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9



▼
対
象
年
齢

小
学
６
年
生
（
12
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
3
月
31
日
）
ま
で

※
生
活
保
護
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
制
度
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
助
成
制
度
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
助
成
対
象

保
険
診
療
分
の
医
療
費
及
び
入
院
時

の
食
事
療
養
費
一
部
負
担
金

※
保
険
診
療
以
外
の
診
療
（
予
防
接
種
、

薬
の
容
器
代
、
文
書
料
等
）
や
交
通

事
故
な
ど
第
三
者
の
加
害
に
よ
る
も

の
な
ど
は
助
成
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
助
成
方
法

　
医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
、
窓
口

で
保
険
証
と
『
子
ど
も
す
こ
や
か
医

療
費
助
成
金
受
給
資
格
者
証
』
を
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
診
療
分

の
医
療
費
が
窓
口
で
無
料
と
な
り
ま
す
。

※
次
の
場
合
は
窓
口
無
料
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
一
度
医
療
機
関
で
お
支
払

い
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
市
役

所
窓
口
で
助
成
金
の
支
給
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

○
県
外
医
療
機
関
で
の
受
診

○
入
院
時
の
食
事
療
養
費
一
部
負
担
金

○
整
骨
、
接
骨
、
鍼
灸
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
の
療
養
費

○
国
民
健
康
保
険
組
合
加
入
の
方

　
（
一
部
を
除
く
）

▼
窓
口
無
料
に
な
ら
な
か
っ
た
場
合
の

申
請
方
法

①
医
療
機
関
の
窓
口
で
医
療
費
を
現
金

で
支
払
う
。

②
市
役
所
窓
口
に
備
え
て
い
る
申
請
書

に
医
療
機
関
か
ら
発
行
さ
れ
た
領
収

書
を
添
付
し
て
助
成
金
の
支
給
申
請

を
行
う
。

※
領
収
書
で
の
請
求
の
場
合
は
、
受
診

者
名
、
診
療
点
数
、
負
担
割
合
、
領

収
印
等
が
無
い
も
の
に
つ
い
て
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
領
収
書
で
の
受
付
は
診
療
を
受
け
た

日
の
翌
月
以
降
か
ら
2
年
間
有
効
で

す
（
診
療
を
受
け
た
月
は
申
請
で
き

ま
せ
ん
）
。

※
助
成
金
の
支
払
い
は
、
申
請
書
を
受

け
付
け
た
日
の
翌
月
末
と
な
り
ま
す

が
、
高
額
療
養
費
な
ど
の
確
認
の
た

め
、
予
定
よ
り
遅
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

▼
次
に
当
て
は
ま
る
場
合
に
は
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す

○
転
出
や
転
居
で
住
所
が
変
わ
っ
た
。

○
加
入
し
て
い
る
保
険
が
変
わ
っ
た
。

　
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
『
子

ど
も
す
こ
や
か
医
療
費
助
成
金
受
給
資

格
者
証
』
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
給

者
証
の
交
付
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
『
乳
幼
児
医
療
費
助
成
金
受
給
資

格
者
証
』
を
使
用
し
て
い
た
方
と
新
た

に
該
当
と
な
る
方
（
小
学
2
年
生
か
ら

6
年
生
）
あ
て
に
1
月
末
と
3
月
末
に

そ
れ
ぞ
れ
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

方
は
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
『
乳
幼
児
医
療
費
助
成
金
受
給
資
格

者
証
』
は
平
成
23
年
4
月
1
日
（
金
）

か
ら
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
通
知
が
無
い
場
合
も
手
続
き
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
市
内
の
小
・
中
学
校
や
公
立
保
育
所

で
は
、
お
子
さ
ん
が
ケ
ガ
を
し
た
と
き

の
た
め
に
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ

ー
の
『
災
害
給
付
制
度
』
に
加
入
し
て

い
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
小
・
中
学
校
や

保
育
所
等
（
登
下
校
・
通
園
中
も
含
む
）

で
ケ
ガ
を
し
た
場
合
、
こ
の
『
災
害
給

付
制
度
』
が
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
市

で
行
っ
て
い
る
医
療
費
助
成
制
度
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　
医
療
機
関
の
窓
口
で
は
現
金
に
て
医

療
費
の
お
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
『
災

害
給
付
制
度
』
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
窓
口
で
支
払
っ
た
金
額
に
一

部
上
乗
せ
さ
れ
た
金
額
が
後
日
、
支

払
わ
れ
ま
す
。

※
市
内
の
小
・
中
学
校
や
公
立
保
育
所

以
外
で
は
、
別
の
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合

に
は
、
医
療
費
助
成
制
度
が
利
用
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
通
わ

れ
て
い
る
小
・
中
学
校
や
保
育
所
等

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

　
4
月
1
日
（
金
）
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
年
齢
が
、
小
学
校
入
学
前
か
ら
小

学
6
年
生
（
12
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
）
ま
で
に
拡
大
し
、
名
称
も

『
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
』
か
ら
『
子
ど
も
す
こ
や
か
医
療
費
助
成
制
度
』
に
か
わ

り
ま
す
。

　この度、オストメイト※の方が、安心して来庁していただけますよう、同センターの障がい

者用トイレが、排泄物の処理及びストーマ装具の交換・装着、腹部の洗浄等が可能な「オスト

メイト対応の障がい者用トイレ」として利用できるようになりました。

※手術によって、人工的に腹部へ人工肛門や人工膀胱の「排泄口=ストーマ」をつけられた方

■問合せ先　福祉総務課　障害福祉担当　☎�055（262）1271

■問合せ先　健康づくり課　健康企画担当　☎�055（261）1901

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
食
育
推
進
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
市
の
主
な
公
共
施
設
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。
毎
日
の
健
康
づ
く
り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。



■麻しん風しん混合（ＭＲ）の３期および４期は、予防接種法に基づき平成２０年４月から実施して
います。

■日本脳炎２期は、現在、積極的な接種のおすすめを行なっていません（ただし、日本脳炎流行地へ
渡航等で日本脳炎に感染するおそれが高いと認められる方や保護者が接種を希望する場合は接種を
受けられます）。

予防接種の種類

ＢＣＧ

ポリオ

三種混合

（ジフテリア・百日せき・破傷風）

二種混合（ジフテリア・破傷風）

麻しん風しん混合

日本脳炎

1期初回

1期追加

2期

1期

2期

3期

4期

1期初回

1期追加

２期

回数

1回

2回

3回

1回

1回

1回

1回

1回

1回

2回

1回

1回

法律で定められている接種期間

生後６ヵ月未満

生後３ヵ月～９０ヵ月（７歳６ヵ月）未満

生後３ヵ月～９０ヵ月（７歳６ヵ月）未満

生後３ヵ月～９０ヵ月（７歳６ヵ月）未満

11歳～13歳未満

生後１２ヵ月（１歳）～２４ヵ月（２歳）未満

５歳～７歳未満で小学校就学前の１年間

中学１年生に相当する年齢

高校３年生に相当する年齢

生後６ヵ月～９０ヵ月（７歳６ヵ月）未満�※１

生後６ヵ月～９０ヵ月（７歳６ヵ月）未満　

現在接種のおすすめを控えています

定
　
　
期

予防接種の種類

子宮頸がん予防ワクチン（女子）

ヒブワクチン

小児用肺炎球菌ワクチン

小児用肺炎球菌ワクチン（笛吹市特別補助）

任
意
※
2

回数

3回

1～4回

1～4回

1回

公費で接種できる期間

中学１年生～高校２年生

生後２ヵ月～５歳未満

生後２ヵ月～５歳未満

５歳～７歳未満で小学校就学前

※２　定期予防接種同様、公費により接種することができます（上限あり）。この予防接種は、平成
２４年３月３１日までの期間限定です。

厚生労働省からの通知により、ヒブワクチンと小児用肺炎球菌ワクチンの接種を現在、見合わせ
ています（平成23年３月４日現在）。

※１　接種再開にともない、特別な接種期間があります。

　赤ちゃんはお母さんから病気に対する抵抗力（免疫）をもらって生まれてきますが、生後３カ

月～12カ月頃にはその力が自然に失われます。予防接種は、

お子さんの病気を予防するため、また、周りへの感染を

防ぐために大切な手段です。

　予防接種には、予防接種法によって対象者及び接種期

間などが定められた定期予防接種と、個人の判断で自主

的の行う任意予防接種があります（別表参照）。

　この機会に母子健康手帳の予防接種記録を確認し、ま

だ接種が済んでいない予防接種は早目の接種をおすすめ

します。

　麻しんは、麻しんウイルスによって引き起こされます。一般に小児期に多い急性の感染症として

知られていますが、近年は、春から初夏にかけて、１０代、２０代に多く感染し、社会的にも関心

を集めています。

　なぜなのでしょうか？

　１０代から２０代の方々の中には、今まで一度も麻しんの予防接種を受けていない方がいます。

そのうえ、そもそも予防接種は、一度で十分な免疫が得られるとは限らず、麻しんワクチンを一回

接種しても、数％の人には十分な免疫がつかないことが知られています。そのため、このような方々

の間で麻しんが流行したものと考えられています。

　さらに、麻しんワクチンの接種率の上昇に伴って、麻しんの患者数が減り、麻しんウイルスにさ

らされる機会が減少しました。そのため、幼少時にワクチンを接種した現在の10代から２０代の方

は免疫が強化されず、時間の経過とともに免疫が徐々に弱

まってきている方がいることも原因の一つと考えられてい

ます。

　予防接種法では、平成１８年６月から、小学校就学前１

年間の年齢を対象に、麻しんワクチンの接種（第２期）が

実施されるようになりました。さらに、平成２０年４月から、

中学1年生に相当する年齢（第３期）と高校３年生に相当す

る年齢（４期）が追加されました。

　該当する人は、積極的に麻しんの予防接種を受けること

をおすすめします。

※実際は、麻しんと風しんのワクチンは混合され、麻しん

風しん混合として使用しています。

■問合せ先　健康づくり課　母子保健担当　☎�055（261）1901

○予防接種の対象者には、予診票、契約医療機関などの詳し

いお知らせを個別通知します。

○お手元に予診票がない場合は、健康づくり課で再交付手続

きをおこなってください。

　この際、必ず事前に電話等で保健師に連絡し、母子健康手

帳を持ってお出かけください。

○「3.法律で定められている接種期間」�が、すでに終了して

いる予防接種については、自費での接種になります。主治

医とご相談のうえ、お子さんのためにも接種することをお

すすめします。

○予防接種を受けるときは、①接種時期、②各予防接種の効

果や目的、副反応の可能性などをよく理解した上で接種し

てください。

○接種を受けるときは、①母子健康手帳、②予診票を必ず持

参しましょう。



　
市
で
は
、
平
成
年
23
度
に
策
定
す
る
「
笛

吹
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
5
期
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
」
の
一
般

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
策
定
委
員
会
は
、
市
に
お
け
る
高
齢

社
会
に
対
応
し
た
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
構
築
と
介
護
保
険
の
健
全
な
運
営
に

む
け
た
事
業
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

設
置
す
る
も
の
で
す
。

▼
募
集
人
員
　
6
名
以
内

▼
応
募
方
法

　
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
作
文
を
添
え

て
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
（
様
式
は
特
に
定
め
ま
せ
ん
）
。

※
作
文
（
4
0
0
字
以
内
）

　
「
応
募
の
動
機
」
ま
た
は
「
高
齢
社

会
」
「
高
齢
者
の
生
き
が
い
、
社
会
貢

献
」
「
介
護
予
防
」
「
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
」
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
お
書

き
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切
　
4
月
25
日
（
月
）
必
着

▼
採
用
基
準

　
　
書
類
選
考
の
上
、

　
決
定
し
ま
す
。

■
受
付
・
問
合
せ
先

〒
4
0
6
―

0
0
3
1

笛
吹
市
石
和
町
市
部
8
0
0

笛
吹
市
役
所
介
護
保
険
課
　
介
護
総

務
担
当
（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
3

℻
0
5
5
（
2
6
2
）
1
3
1
8

E
メ
ー
ル

k
a

ig
o

0
1

@
c
ity

.fu
e

fu
k

i.lg
.jp

　
65
歳
以
上
の
方
（
第
1
号
被
保
険
者
）

で
、
介
護
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

に
は
、
次
の
よ
う
な
減
免
制
度
が
あ
り

ま
す
。

▼
対
象

　
次
の
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
住
民
税
世
帯
非
課
税
で
あ
る
方

○
前
年
度
収
入
金
額
の
合
計
が
1
2
0

万
円
以
下
の
方
（
世
帯
員
2
人
の
場

合
を
基
準
と
し
て
、
3
人
以
上
の
場

合
は
世
帯
員
1
人
に
つ
き
35
万
円
を

加
算
し
た
額
）

○
住
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
な

い
方
（
税
法
上
の
扶
養
親
族
、
健
康

保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
、
給
与
計
算

上
の
扶
養
親
族
で
は
な
い
人
）

○
世
帯
全
員
の
預
貯
金
な
ど
の
合
計
が

3
5
0
万
円
以
下
の
方

○
世
帯
全
員
が
居
住
用
資
産
以
外
に
処

分
で
き
る
資
産
を
持
っ
て
い
な
い
方

▼
軽
減
割
合

○
第
1
・
2
段
階
の
保
険
料
3
／
4
に

減
額

○
第
3
段
階
の
保
険
料
　
1
／
2
に
減

額
※
保
険
料
第
1
段
階
の
方
の
う
ち
、
生

活
保
護
受
給
者
は
除
き
ま
す
。

　
な
お
、
災
害
な
ど
や
む
を
得
ず
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

た
場
合
に
も
、
減
免
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　
介
護
保
険
課
（
石
和
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
に
備
え
て
い
る
申
請
書

類
の
他
に
お
持
ち
い
た
だ
く
物
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
た
上
で
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
介
護
保
険
課
　
介
護
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
3

　
1
月
26
日
付
け
で
、
次
の
方
が
民
生

委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）
。

渡
邊
　
敏
美
（
八
代
町
岡
）

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

　
市
は
、
65
歳
以
上
で
介
護
認
定
の
な

い
方
を
対
象
に
、
二
次
予
防
事
業
の
対

象
者
把
握
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め

に
介
護
予
防
事
業
の
対
象
者
を
早
期
に

把
握
し
、
必
要
な
介
護
予
防
事
業
（
運
動
・

口
腔
・
栄
養
な
ど
）
へ
の
お
勧
め
を
す

る
も
の
で
す
。

　
高
齢
者
の
実
態
を
把
握
す
る
調
査
も

兼
ね
て
い
ま
す
。
調
査
票
が
お
手
元
に

届
き
ま
し
た
ら
、
記
入
し
、
同
封
の
封

筒
で
切
手
を
貼
ら
ず
に
ご
返
信
く
だ
さ

い
。

　
今
年
度
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の

見
直
し
の
時
期
に
も
あ
た
り
、
無
作
為

抽
出
の
2
0
0
0
人
に
は
す
で
に
介
護

保
険
ニ
ー
ズ
調
査
と
し
て
３
月
上
旬
に

終
了
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
票
が
お

手
元
に
ま
だ
残
っ
て
い
る
場
合
も
記
入

後
ご
返
信
く
だ
さ
い
。

　
介
護
予
防
に
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
「
元
気
度
チ
ェ

ッ
ク
笛
吹
」
を
結
果
と
し
て
お
返
し
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
平
成
22
年
10
月
か
ら
平
成
23
年
3
月

ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
寝
た
き
り
高

齢
者
や
認
知
症
高
齢
者
を
家
庭
で
常
時

介
護
し
て
い
た
介
護
者
に
、
介
護
慰
労

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は

外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

高
齢
者
を
、
同
一
家
庭
内
で
常
時
介

護
し
た
介
護
者

①
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
65
歳

以
上
の
高
齢
者

②
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認
知
症
高

齢
者

※
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
場
合

は
、
認
定
調
査
票
で
確
認
し
ま
す
。

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
の
場

合
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
が
訪
問
し
、
状
況
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

③
各
月
ご
と
に
入
院
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
利
用
が
な
い
こ
と
（
入
院
や
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
利
用
が
1
日
で
も
あ
っ

た
月
は
、
非
該
当
と
な
り
ま
す
）

▼
支
給
額
　
月
額
1
万
円

▼
申
請
方
法

　
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
に
備

え
て
い
る
申
請
用
紙
に
記
入
し
て
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

4
月
1
日
（
金
）
〜
13
日
（
水
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
期
間
厳
守
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
回
（
平
成
22
年
4
月
か
ら
9
月
分
）

受
給
さ
れ
た
方
に
は
、
個
別
通
知
を

お
送
り
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

高
齢
福
祉
課
　
高
齢
福
祉
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

ま
た
は
各
支
所

　
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の
紙
お

む
つ
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象

市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
、
平

成
22
年
度
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世

帯
に
属
す
る
方
で
、
次
の
項
目
に
該

当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
尿
失
禁
な

ど
の
た
め
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し

て
い
る
方

②
要
介
護
3
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
て
、

尿
失
禁
な
ど
の
た
め
常
時
紙
お
む
つ

を
使
用
し
て
い
る
方

③
重
度
心
身
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者

手
帳
1
、
2
級
）
で
あ
り
、
常
時
紙

お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方

※
「
紙
お
む
つ
」
と
は
、
お
む
つ
型
、
パ

ン
ツ
タ
イ
プ
の
こ
と
で
す
。
尿
と
り

パ
ッ
ト
の
み
の
使
用
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

※
①
と
②
の
尿
失
禁
に
つ
い
て
は
、
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
場
合
は
、

認
定
調
査
票
で
確
認
し
ま
す
。
ま
た
、

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
の
場

合
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
が
訪
問
し
、
状
況
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
対
象
期
間
　
平
成
22
年
10
月
1
日
か
ら

平
成
23
年
3
月
31
日
（
後
期
分
）

　
１
カ
月
う
ち
半
月
以
上
在
宅
期
間

が
あ
れ
ば
、
支
給
対
象
月
と
な
り
ま

す
。

※
在
宅
介
護
を
支
援
す
る
制
度
の
た
め
、

入
院
や
介
護
保
険
施
設
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
期
間
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

▼
助
成
額
　
月
額
4
0
0
0
円

▼
申
請
期
間

4
月
1
日
（
金
）
〜
13
日
（
水
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
申
請
の
際
は
、
紙
お
む
つ
の
領
収
書
（
日

付
、
品
名
、
金
額
が
明
記
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
れ
ば
レ
シ
ー
ト
で
も
可
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
領
収
書
が

な
い
分
は
、
助
成
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

※
す
で
に
登
録
申
請
さ
れ
て
い
る
方
の

場
合
は
、
課
税
状
況
を
確
認
し
対
象

者
に
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

ま
た
は
各
支
所

　
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
の
一
環

と
し
て
、
親
子
ま
た
は
、
母
親
対
象
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

▼
日
時
　
平
成
23
年
4
月
〜
平
成
24
年
3

�
月
ま
で
の
毎
月
第
3
金
曜
日

○
親
の
み
（
定
員
15
組
）

4
月
、
6
月
、
8
月
、
10
月
、
12
月
、
2
月

（
託
児
付
）

○
親
子
で
（
定
員
20
組
）

　
5
月
、
7
月
、
9
月
、
11
月
、
1
月
、
3
月

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
毎
月
1
日
よ
り
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

▼
場
所
　

　
八
代
総
合
会
館
　
多
目
的
集
会
室

▼
講
師
　
半
田
美
恵
子
氏

　
（
笛
吹
市
社
会
体
育
指
導
員
）

▼
持
ち
物
・
服
装
　
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
運
動
が
で
き
る
服
装

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
　
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2



　
T
A
（
交
流
分
析
※
）
を
ベ
ー
ス
に

親
子
・
夫
婦
関
係
に
役
立
つ
5
回
連
続

講
座
で
す
。

　
マ
マ
・
パ
パ
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

内
容
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
子
育
て
中
の
保
護
者
　
30
組

（
先
着
15
名
ま
で
託
児
可
）

※
た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

▼
日
程
・
内
容

○
第
1
回
　
4
月
27
日
（
水
）

自
分
発
見
　
〜
も
っ
と
自
分
を
知
っ

て
み
よ
う
〜

講
師
　
穴
山
博
美
氏
　
　

○
第
2
回
　
5
月
11
日
（
水
）

ふ
れ
愛
・
み
と
め
愛
・
か
か
わ
り
愛

〜
こ
こ
ろ
の
栄
養
ス
ト
ロ
ー
ク
〜

講
師
　
芹
沢
由
紀
子
氏

○
第
3
回
　
5
月
25
日
（
水
）

あ
な
た
も
ゲ
ー
ム
の
達
人
?!
　
〜
こ

こ
ろ
の
ゲ
ー
ム
っ
て
な
ぁ
に
？
〜

講
師
　
野
上
宏
氏

○
第
4
回
　
6
月
8
日
（
水
）

あ
な
た
の
人
生
の
シ
ナ
リ
オ
は
な
ぁ
に
？

〜
な
り
た
い
自
分
に
な
ろ
う
〜

講
師
　
相
吉
千
里
氏

○
第
5
回
　
6
月
22
日
（
水
）

あ
り
の
ま
ま
で
い
い
ん
だ
よ

講
師
　
苅
谷
敬
士
氏

▼
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

受
付
　
午
前
9
時
45
分
か
ら

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
2
階

　
資
料
展
示
室

▼
参
加
費

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
　
1
0
0
0
円
）

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具

※
T
A
（T

ra
n

s
a

c
tio

n
a

l�
A

n
a

ly
s
is

の
略
）
は
、
個
人
が
成
長
し
変
化
す

る
た
め
の
体
系
的
な
心
理
療
法
の
一

つ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論

や
児
童
発
達
理
論
な
ど
に
も
関
係
が

あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
」

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

　
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
使
わ
な
く

な
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
有
効
利
用
し
て
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
な
い
ま
す
。

▼
日
時
　
4
月
27
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
持
込
期
間

　
4
月
5
日
（
火
）
〜
23
日
（
土
）

※
景
品
の
お
も
ち
ゃ
、
壊
れ
て
い
る
お

も
ち
ゃ
等
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

持
ち
込
ん
で
い
た
だ
い
て
も
引
き
取

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
開
催
・
持
込
場
所

　
き
っ
ず
や
つ
し
ろ

■
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
の

基
幹
産
業
で
あ
る
果
樹
栽
培
の
さ
ら
な

る
発
展
の
た
め
、
J
A
営
農
指
導
員
や

県
峡
東
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど

専
門
技
術
指
導
員
に
よ
り
、
果
樹
栽
培

技
術
習
得
の
た
め
の
講
習
会
を
実
施
し

ま
す
。

　
受
講
者
に
は
、
果
樹
栽
培
技
術
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
1
冊
に
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
お
渡
し
し
ま
す
。

農
業
初
心
者
で
も
果
樹
栽
培
技
術
の
習

得
に
意
欲
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
、
果
樹
栽
培
技

術
の
習
得
に
意
欲
の
あ
る
方

▼
日
程
　
5
月
中
旬
か
ら
6
月
下
旬
に

か
け
て
8
日
間
を
予
定

※
詳
細
は
、
申
込
者
に
追
っ
て
通
知
し

ま
す
。

▼
内
容
　
桃
の
摘
果
・
袋
か
け
、
ぶ
ど

う
の
房
作
り
・
摘
粒

▼
費
用
　
無
料

▼
申
込
締
切
　
4
月
15
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
一
宮

支
所
1
階
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
1
3
0

　
御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー
に
は
、
独
立
行

政
法
人
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構
（
N
E
D
O
）
と
笛
吹

市
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
太
陽
光
発

電
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
設
備
に
よ
り
、
昨
年
１
年
間
で

３
８
７
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
/
時
（
9
万
２

９
２
８
円
）
の
発
電
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
発
電
量
は
、
１
世
帯
が
１
年
間
に

消
費
す
る
電
気
量
（
年
間
電
気
消
費
量

約
３
６
０
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト

/
時
）
を
上

回
り
ま
す
。

　
御
坂
児
童

セ
ン
タ
ー
に

お
越
し
の
際

に
は
、
発
電

設
備
や
表
示

パ
ネ
ル
に
よ

り
発
電
状
況

な
ど
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
の
価
格
等
の
縦
覧

　
ご
自
分
の
所
有
す
る
固
定
資
産
以
外

の
価
格
等
も
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
縦
覧
で

き
ま
す
。

▼
期
間

4
月
1
日
（
金
）
〜
8
月
1
日
（
月
）

（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

▼
場
所

　
市
役
所
　
税
務
課

▼
縦
覧
で
き
る
人

　
ア
・
イ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

ア
…
市
内
に
所
在
す
る
土
地
や
家
屋
に

対
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者

イ
…
納
税
者
の
代
理
権
を
有
す
る
方
（
委

任
状
等
が
必
要
）

▼
縦
覧
で
き
る
固
定
資
産

納
税
者
の
所
有
す
る
固
定
資
産
以
外

の
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）

※
土
地
の
納
税
者
は
土
地
、
家
屋
の
納

税
者
は
家
屋
の
縦
覧
帳
簿
が
縦
覧
で

き
ま
す
。

▼
縦
覧
で
き
る
事
項

○
土
地
…
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

価
格

○
家
屋
…
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
価
格

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

○
納
税
義
務
者
の
場
合

納
税
義
務
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
も
の
（
納
税
通
知
書
、
運
転
免

許
証
、
各
種
健
康
保
険
証
等
）

※
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
等
が
併

せ
て
必
要
で
す
。

○
納
税
義
務
者
が
法
人
で
あ
る
場
合

法
人
の
代
表
者
印
が
押
印
さ
れ
た
申

請
書

▼
手
数
料
　
無
料

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
本
人
資
産
の
課
税
の
内
容
が
閲
覧
で

き
ま
す
。
ま
た
、
賃
借
権
等
を
有
す
る

方
（
借
地
借
家
人
等
）
も
、
そ
の
権
利

の
目
的
で
あ
る
固
定
資
産
の
課
税
台
帳

閲
覧
が
で
き
ま
す
。

▼
期
間
　

　
常
に
閲
覧
可
能
で
す
。
平
成
23
年

度
分
は
4
月
1
日
（
金
）
か
ら
閲
覧
で

き
ま
す
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）。

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

▼
場
所

　
市
役
所
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

▼
閲
覧
で
き
る
方

ア
・
イ
・
ウ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
�

ア
…
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
、
ま

た
は
納
税
義
務
者
か
ら
の
委
任
状
等

を
お
持
ち
の
方
（
代
理
人
）

イ
…
土
地
、
家
屋
に
つ
い
て
賃
借
権
、

そ
の
他
の
使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的

と
す
る
権
利
を
有
し
賃
借
料
等
の
対

価
を
支
払
っ
て
い
る
方

ウ
…
破
産
管
財
人
な
ど
、
固
定
資
産
の

処
分
を
す
る
権
利
を
有
す
る
方

▼
閲
覧
で
き
る
固
定
資
産
�

○
土
地
…
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

固
定
資
産
の
評
価
額
、
課
税
標
準
額

及
び
税
額
等

○
家
屋
…
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
評
価
額
、
課
税
標

準
額
及
び
税
額
等

※
土
地
家
屋
な
ど
に
権
利
を
有
す
る
方

は
、
そ
の
目
的
と
な
る
固
定
資
産
に

限
ら
れ
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

（
1
）
納
税
義
務
者
の
場
合

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
納
税
通

知
書
、
運
転
免
許
証
、
各
種
健
康
保

険
証
等
）

※
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
が
併
せ

て
必
要
で
す
。

納
税
義
務
者
が
法
人
で
あ
る
場
合

法
人
の
代
表
者
印
が
押
印
さ
れ
た
申

請
書

（
2
）
土
地
、
家
屋
等
の
処
分
を
す
る
権

利
、
賃
借
権
、
そ
の
他
の
使
用
ま
た

は
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
を
有
す

る
方
の
場
合

　
そ
の
権
利
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
も
の
（
賃
貸
借
契
約
書
等
及
貸

借
料
等
を
払
い
込
ん
だ
こ
と
の
わ
か

る
領
収
書
等
や
裁
判
所
等
に
よ
る
選

任
書
等
）
も
併
せ
て
必
要
で
す
。

▼
手
数
料
　
3
0
0
円
／
1
件

　
（
納
税
義
務
者
ご
と
）

※
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
（
8
月
1
日

（
月
）
ま
で
）
は
手
数
料
無
料
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

※
平
成
23
年
7
月
の
固
定
資
産
税
課
税

の
際
、
前
述
の
閲
覧
資
料
と
同
じ
内

容
の
「
課
税
明
細
書
」
を
納
付
書
（
ま

た
は
納
税
通
知
書
）
と
一
緒
に
郵
送

し
ま
す
。

　
こ
の
「
課
税
明
細
書
」
は
、
平
成

23
年
分
の
確
定
申
告
の
際
に
租
税
公

課
の
算
出
に
必
要
な
資
料
で
す
の
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
24
年
度
か
ら
、
市
内
都
市
計
画

区
域
全
域
に
都
市
計
画
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
税
務
課
　
資
産
税
担
当

�
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



市
で
は
、
農
林
業
者
支
援
と
し
て
各
種
補
助
・
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

○
年
間
1
5
0
日
以
上
農
業
に
従
事
し
、

翌
年
の
確
定
申
告
時
に
事
業
専
従
者

に
な
る
見
込
み
の
者

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
市
内

に
お
い
て
継
続
し
て
就
農
す
る
こ
と

を
希
望
す
る
30
歳
未
満
の
者

○
市
で
認
定
さ
れ
た
農
業
後
継
者

○
支
援
金
交
付
終
了
後
、
3
年
間
は
市

内
に
お
い
て
就
農
す
る
見
込
み
の
あ

る
者

以
上
全
て
の
要
件
を
満
た
し
た
者
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

ア
…
新
規
学
卒
者
（
就
学
し
て
い
た
者

が
卒
業
後
、
親
等
の
経
営
に
参
入
し

就
農
し
よ
う
と
す
る
者
）

イ
…
U
タ
ー
ン
者
（
市
外
に
居
住
し
、

他
産
業
に
従
事
し
て
い
た
者
で
、
市

内
に
帰
郷
の
上
親
等
の
経
営
に
参
入

し
就
農
す
る
者
）

ウ
…
市
内
居
住
者
で
、
他
産
業
に
従
事

し
て
い
た
者
が
、
親
等
の
経
営
に
参

入
し
就
農
す
る
者

▼
内
容
　
市
内
に
就
農
し
よ
う
と
す
る

農
業
後
継
者
に
対
し
て
、
新
規
就
農

の
営
農
を
支
援
補
助
金
額
　
1
世
帯

あ
た
り
毎
月
3
万
円
（
助
成
金
の
交

付
は
年
4
回
）

▼
支
援
期
間
　
認
定
の
決
定
か
ら
5
年

間
、
ま
た
は
30
歳
に
な
る
月
の
前
月

ま
で
の
ど
ち
ら
か
短
い
期
間

▼
対
象
　
農
業
生
産
法
人
　
　
　
　
　

▼
内
容
　
農
業
生
産
法
人
の
設
立
に
対

す
る
助
成

▼
要
件

○
農
業
生
産
法
人
の
所
在
地
及
び
生
産

活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
る
こ
と

○
法
人
と
し
て
農
業
経
営
改
善
計
画
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る

か
、
も
し
く
は
業
務
執
行
役
員
要
件

の
役
員
に
市
内
在
住
の
認
定
農
業
者

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

○
法
人
へ
の
農
地
の
権
利
設
定
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と

○
市
内
在
住
の
役
員
に
市
税
の
滞
納
が

な
い
こ
と

▼
助
成
金
額

農
業
生
産
法
人
設
立
準
備
費
用
等
に

係
る
経
費
で
、
50
万
円
を
限
度

（
助
成
金
の
交
付
は
1
回
限
り
）

▼
対
象

○
市
内
に
在
住
し
、
農
業
従
事
者
で
あ

る
者

○
対
象
農
地
を
所
有
、
も
し
く
は
利
用

権
設
定
等
に
よ
り
借
り
入
れ
て
い
る

こ
と

○
電
気
柵
等
を
購
入
し
設
置
し
た
者

○
鳥
獣
被
害
が
発
生
し
た
地
域
及
び
被

害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
地
域
で
あ

る
こ
と

○
ほ
場
等
が
連
担
し
て
い
る
地
域
に
お

い
て
共
同
で
設
置
す
る
場
合
は
、
概

ね
５
人
以
上
で
組
織
す
る
集
団

▼
内
容

�
電
気
柵
等
設
置
に
対
す
る
補
助

▼
要
件

○
防
護
資
材
等
の
設
置
に
係
る
資
材
費

（
消
費
税
抜
き
）
の
み
が
対
象

○
農
地
1
カ
所
あ
た
り
防
護
資
材
等
の

う
ち
、
い
ず
れ
か
1
種
に
限
る

▼
補
助
金
額

○
個
人
で
設
置
し
た
も
の
　
補
助
対
象

経
費
の
1
／
2
以
内
（
限
度
額
5
万
円
）

○
集
団
で
設
置
し
た
も
の
　
補
助
対
象

経
費
の
1
／
2
以
内
（
限
度
額
50
万
円
）

▼
対
象

�
5
名
（
5
経
営
体
）
以
上
の
農
業
者

▼
内
容
　
剪
定
枝
粉
砕
機
（
チ
ッ
パ
ー
）、

炭
焼
き
小
屋
、
Ｅ
Ｍ
活
性
液
製
造
装

置
の
購
入
に
対
す
る
補
助

▼
補
助
金
額
　
1
／
2
（
最
大
50
万
円
）

※
こ
の
事
業
以
外
に
も
農
地
流
動
化
奨

励
補
助
金
な
ど
の
事
業
が
あ
り
ま
す

の
で
市
役
所
農
林
振
興
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
農
林
振
興
課
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
４
１
１
１

▼
対
象
　
森
林
を
持
っ
て
い
る
方
で
、

森
林
整
備
を
森
林
組
合
等
に
委
託
し
、

市
森
林
整
備
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

造
林
事
業
を
実
施
し
た
事
業
主

▼
内
容

森
林
所
有
者
の
負
担
金
を
市
が
上
乗

せ
補
助

▼
要
件

○
笛
吹
市
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
い
た

民
有
林
に
限
り
ま
す
。

○
国
補
事
業
（
森
林
環
境
保
全
整
備
事

業
）
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

�
（
間
伐
の
場
合
）

■
問
合
せ
先

・
市
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

�
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
中
央
森
林
組
合

�
☎
0
5
5
（
2
3
2
）
0
5
8
1

・
峡
東
森
林
組
合

�
☎
0
5
5
3
（
3
3
）
2
9
0
1

　
米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
販
売

目
的
で
生
産
を
行
う
販
売
農
家
、
集
落

営
農
の
皆
さ
ん
に
、
標
準
的
な
生
産
費

と
標
準
的
な
販
売
価

格
の
差
額
分
に
相
当

す
る
交
付
金
が
直
接

交
付
さ
れ
る
も
の
で

す
。

▼
交
付
単
価

　
1
・
5
万
円
／
10
ア
ー
ル

▼
交
付
対
象
面
積

主
食
用
米
の
作
付
面
積
か
ら
、
自
家

飯
米
等
と
し
て
一
律
10
ア
ー
ル
を
差

引
い
た
面
積

　
水
田
で
麦
・
大
豆
・
米
粉
用
米
、
飼

料
用
米
等
の
戦
略
作
物
を
販
売
目
的
で

生
産
す
る
販
売
農
家
・
集
落
営
農
の
皆

さ
ん
に
、
主
食
用
米
並
の
所
得
を
確
保

し
得
る
水
準
の
交
付
金
が
面
積
払
で
直

接
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
実
需
者
と
の
出
荷
・
販
売
契
約
等
を

締
結
す
る
こ
と
、
出
荷
・
販
売
す
る
こ

と
等
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

▼
交
付
単
価

①
対
象
作
物
・
交
付
単
価

・
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物

　
3
・
5
万
円
／
10
ア
ー
ル

・
米
粉
用
米
、
飼
料
用
米
、
発
酵
粗
飼

料
用
稲
　
8
・
0
万
円
／
10
ア
ー
ル

・
そ
ば
、
な
た
ね
、
加
工
用
米

　
2
・
0
万
円
／
10
ア
ー
ル

・
そ
の
他
作
物

　
県
で
単
価
を
設
定
し
ま
す

②
二
毛
作
助
成

　
1
・
5
万
円
／
10
ア
ー
ル

③
耕
畜
連
携
助
成

　
1
・
3
万
円
／
10
ア
ー
ル

　
麦
、
大
豆
、
そ
ば
、
な
た
ね
等
の
対

象
作
物
ご
と
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ

て
、
販
売
目
的
で
生
産
を
行
な
う
販
売

農
家
、
集
落
営
農
に
対
し
て
、
標
準
的

な
生
産
費
と
標
準
的
な
販
売
価
格
の
差

額
分
に
相
当
す
る
交
付
金
が
直
接
交
付

さ
れ
る
も
の
で
す
。
支
払
い
は
数
量
払

と
面
積
払
（
営
農
継
続
支
払
）
が
併
用

さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
作
物

麦
（
小
麦
、
六
条
大
麦
等
）
、
大
豆
、

そ
ば
、
な
た
ね
等

▼
交
付
単
価

①
数
量
払
の
平
均
交
付
単
価

・
小
麦
�　

　
　

6
3
6
0
円
／
60
㎏

・
六
条
大
麦
　
5
5
1
0
円
／
50
㎏

・
大
豆
　
1
万
1
3
1
0
円
／
60
㎏

・
そ
ば
　
1
万
5
2
0
0
円
／
45
㎏

・
な
た
ね
　
　
8
4
7
0
円
／
60
㎏

※
麦
は
等
級
及
び
品
質
検
査
、
大
豆
は

等
級
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

な
お
、
品
質
区
分
に
応
じ
て
単
価
の

増
減
を
行
な
い
ま
す
。

②
面
積
払
（
営
農
継
続
支
払
）

　
農
地
を
農
地
と
し
て
保
全
し
、
営

農
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低

限
の
経
費
が
賄
え
る
水
準
を
「
営
農

継
続
支
払
」
と
し
て
、
2
万
円
／
10

ア
ー
ル
（
畑
作
物
共
通
）
が
直
接
交

付
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
山
梨
農
政
事
務
所
　
農
政
推
進
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
6
）
6
6
1
5

・
農
林
振
興
課
　
農
産
推
進
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
3
3

4
月
よ
り
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
が
本
格
実
施
さ
れ
ま
す
。



　
県
内
で
農
業
へ
の
就
業
を
希
望
し
て

い
る
が
、
農
業
体
験
が
少
な
い
方
を
対

象
に
、
実
際
に
農
作
業
を
体
験
し
て
い

た
だ
く
「
就
農
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
塾
」
を

次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
対
象
は
、
60
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
、

県
内
で
就
農
を
希
望
す
る
方
で
す
。

農
業
体
験
研
修

平
日
1
日
コ
ー
ス

▼
実
施
日

　
6
月
〜
10
月
（
10
回
実
施
）

▼
内
容

　
果
樹
ま
た
は
野
菜
栽
培
の
体
験

▼
定
員
　
1
回
に
つ
き
3
名

週
末
3
日
コ
ー
ス

▼
実
施
日

　
6
月
〜
10
月
（
5
回
実
施
）

▼
内
容
　
野
菜
栽
培
の
体
験

▼
定
員
　
1
回
に
つ
き
5
名

週
末
農
業
塾

果
樹
コ
ー
ス
（
も
も
コ
ー
ス
・
ぶ
ど
う

コ
ー
ス
）

▼
実
施
日

5
月
〜
12
月
の
農
業
大
学
校
が
指
定

す
る
土
曜
日
（
各
コ
ー
ス
10
回
実
施
）

▼
内
容

も
も
、
ま
た
は
ぶ
ど
う
の
生
育
ス
テ

ー
ジ
別
の
管
理
作
業

○
定
員
　
各
コ
ー
ス
10
名

野
菜
コ
ー
ス
（
Ａ
コ
ー
ス
（
夏
野
菜
等
）・

Ｂ
コ
ー
ス
（
秋
野
菜
等
）
）

▼
期
間
　

○
Ａ
コ
ー
ス
　
5
月
〜
8
月

○
Ｂ
コ
ー
ス
　
8
月
〜
11
月

農
業
大
学
校
が
指
定
す
る
土
曜
日
（
各

コ
ー
ス
8
回
実
施
）

▼
内
容
　
野
菜
の
管
理
作
業

▼
定
員
　
各
コ
ー
ス
10
名

■
申
込
・
問
合
せ
先

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
　

研
修
課

〒
4
0
8
―

0
0
2
1

北
杜
市
長
坂
町
長
坂
上
条
3
2
5
1

☎
0
5
5
1
（
3
2
）
2
2
6
9

℻
0
5
5
1
（
3
2
）
2
0
3
4

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
経
営
の
規

模
拡
大
や
農
地
等
の
有
効
利
用
に
結
び

つ
く
よ
う
に
、
農
地
移
動
の
あ
っ
せ
ん

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
申
し
出
が
あ
る
農
地
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
耕
作
者（
譲
受
人
）を
探
し
て
い
ま
す
。

・
石
和
町
東
油
川
　
1
0
4
9
㎡
　
畑

・
御
坂
町
竹
居
　
1
5
4
9
㎡
　
巨
峰

・
一
宮
町
国
分
　
1
9
8
9
㎡
　
桃

・
一
宮
町
中
尾
　
３
８
〜
6
3
2
㎡

・
一
宮
町
末
木
　
1
7
6
9
㎡
　
桃

・
春
日
居
町
鎮
目
　
1
0
6
㎡
　
畑

▼
耕
作
者（
賃
借
人
）を
探
し
て
い
ま
す
。

・
石
和
町
松
本
　
6
8
0
〜
7
5
1
㎡

　
（
ぶ
ど
う
）

・
石
和
町
小
石
和
　
4
6
3
㎡
　
畑

・
御
坂
町
尾
山
　
1
5
8
6
㎡
　
巨
峰

・
御
坂
町
竹
居
　
　
4
6
7
㎡
　
桃

・
一
宮
町
北
都
塚
　
4
6
5
㎡
　

・
境
川
町
三
椚
　
2
0
0
4
㎡

・
境
川
町
寺
尾
　
1
6
0
0
㎡
位
　
田

・
境
川
町
寺
尾
　
3
0
0
〜
1
1
0
0

㎡
　
果
樹
畑
（
柿
・
梨
・
ソ
ル
ダ
ム
等
）

・
境
川
町
寺
尾
　
　
9
2
3
㎡
　
桃

・
境
川
町
寺
尾
　
8
9
8
㎡
　
ぶ
ど
う

▼
農
地
を
探
し
て
い
ま
す
。（
買
受
）

・
石
和
町
富
士
見
地
区
　
2
反
　
野
菜

畑
・
八
代
町
　
1
〜
2
反
　
巨
峰

▼
農
地
を
探
し
て
い
ま
す
。（
賃
借
）

・
八
代
町
南
　
2
反
　
ぶ
ど
う

・
八
代
町
岡
・
高
家
・
南
　
2
反
　
ぶ

ど
う

▼
農
地
を
探
し
て
い
ま
す
。（
賃
借
）

　
（
新
規
就
農
者
よ
り
申
出
）

・
石
和
町
周
辺
　
1
反
　
野
菜
畑
（
ハ

ウ
ス
）

・
石
和
町
・
春
日
居
町
・
一
宮
町
　
1
〜

8
反
　
ぶ
ど
う
　

・
石
和
町
・
御
坂
町
　
1
〜
2
反
　
ト

マ
ト
（
ハ
ウ
ス
）
　

・
御
坂
町
金
川
原
　
5
反
　
桃
・
ぶ
ど
う

・
八
代
町
南
周
辺
　
1
〜
2
町
　
ぶ
ど

う
・
春
日
居
町
下
岩
下
・
熊
野
堂
　
1
〜

2
反
　
ぶ
ど
う
・
桃
な
ど

▼
条
件

①
事
前
に
実
質
的
な
契
約
行
為
が
な
い

こ
と

②
該
当
農
地
に
つ
い
て
、
農
振
農
用
地

内
で
あ
る
こ
と

③
借
人
・
譲
受
人
の
申
し
出
に
つ
い
て

は
、
耕
作
要
件
等
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　　
農
薬
を
取
り
扱
う
皆
さ
ん
、
農
薬
は

正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
農
薬
を
取

り
扱
う
方
の
安
全
は
も
ち
ろ
ん
、
農
薬

が
周
辺
の
住
宅
や
他
の
農
作
物
に
飛
散

し
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
住
宅
地
周
辺
に
お
い
て
農
薬
を
散
布

す
る
と
き
は
、
事
前
に
周
辺
住
民
に

連
絡
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
散

布
方
法
や
時
間
帯
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
農
薬
の
残
液
を
河
川
等
に
流
す
と
、

環
境
汚
染
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、

農
薬
調
整
時
に
は
一
度
の
散
布
で
使

い
き
れ
る
量
を
調
整
し
残
液
は
散
布

む
ら
の
調
整
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
散
布
に
使
用
し
た
器
具
及
び

容
器
を
洗
浄
し
た
水
は
、
排
水
路
や

河
川
等
に
直
接
排
水
す
る
こ
と
を
避

け
て
く
だ
さ
い
。

▼
農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、
農
薬
の

ラ
ベ
ル
に
書
か
れ
て
い
る
適
用
作
物
、

使
用
濃
度
、
使
用
時
期
及
び
使
用
回

数
な
ど
の
安
全
使
用
基
準
や
注
意
事

項
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
事
業
所
や
ご
家
庭
に
お
い
て
、
樹
木

や
花
壇
な
ど
の
病
害
虫
防
除
や
、
駐

車
場
な
ど
の
農
地
以
外
の
場
所
で
除

草
剤
を
散
布
す
る
よ
う
な
場
合
に
も
、

周
辺
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
農
作
物
に

農
薬
が
飛
散
す
る
と
、
そ
の
地
域
の

農
作
物
が
出
荷
で
き
な
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
農
薬
の
飛
散
な
ど
に
係
る
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
に
は
、
農
家
、
非
農
家
を
問
わ

ず
、
地
域
に
お
い
て
日
頃
か
ら
連
絡
を

取
り
合
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

■
問
合
せ
先

農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
市
内
に
お
い
て
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣

類
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
が
多
発
し

て
い
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
く
な
か
で
、
被
害
防

止
対
策
と
し
て
鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
野
生
動
物
に
よ
る
被
害
は
農
家
だ
け

の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
沿
い
の

地
域
に
限
ら
ず
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
イ

ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

等
が
民
家
の
庭
先
に
出
没
し
て
い
る
地

域
が
あ
り
ま
す
。
人
と
野
生
動
物
の
生

活
の
場
所
が
一
緒
に
な
ら
な
い
よ
う
、

野
生
動
物
を
集
落
に
寄
せ
付
け
な
い
た

め
の
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

○
農
地
や
庭
先
の
果
樹
や
野
菜
な
ど
の

未
収
穫
物
や
家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ

な
ど
は
エ
サ
に
な
り
や
す
く
、
野
生

鳥
獣
を
誘
引
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

放
置
せ
ず
に
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

○
荒
れ
て
い
る
畑
や
空
き
地
等
は
野
生

動
物
の
隠
れ
場
な
ど
に
な
り
ま
す
の
で
、

定
期
的
に
刈
り
払
い
等
の
管
理
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
野
生
鳥
獣
に
よ
り
農
作
物
に
被

害
を
受
け
た
場
合
は
、
各
地
区
の
代
表

者
を
通
し
て
、
市
役
所
ま
た
は
各
支
所

へ
被
害
の
場
所
・
面
積
・
量
・
金
額
等

の
ご
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業
の
実

施
に
お
い
て
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
の
上
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
経
験
の
浅
い
就
農
5
年
以
下
の
農
業

者
を
対
象
に
、
果
樹
栽
培
の
技
術
向
上

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
基
本
的
な

栽
培
技
術
や
農
業
経
営
に
必
要
な
基
礎

知
識
の
習
得
、
仲
間
づ
く
り
の
機
会
と

し
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
時
期
　
5
月
〜
平
成
24
年
3
月

▼
場
所
　
東
山
梨
合
同
庁
舎
、
峡
東
地

域
農
家
ほ
場
等

▼
内
容
・
定
員

①
実
践
コ
ー
ス
　
年
間
の
作
業
の
ポ
イ

ン
ト
等
（
モ
モ
コ
ー
ス
、
ブ
ド
ウ
コ

ー
ス
　
各
5
回
程
度
）

�
定
員
　
各
20
名
程
度

②
基
礎
コ
ー
ス
　
座
学
を
中
心
と
し
た

果
樹
の
基
礎
知
識
（
全
5
回
程
度
）

定
員
　
30
名
程
度

※
各
コ
ー
ス
と
も
受
講
時
に
個
人
目
標

を
設
定
し
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
、
②
と
も
多
数
希
望
の
場
合
は
調

整
あ
り
。

▼
申
込
締
切
　
4
月
25
日
（
月
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

峡
東
農
務
事
務
所
　
峡
東
地
域
普
及

セ
ン
タ
ー
　
担
い
手
育
成
担
当

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
0
7



　
平
成
23
年
度
の
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
対
象
者
宛
に
同
申
告
書
を
送
付

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
ご
返

送
い
た
だ
け
な
い
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　
こ
の
申
告
書
に
は
地
目
・
面
積
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
受
益
者
負
担
金

を
お
支
払
い
た
だ
く
た
め
の
重
要
な
資

料
と
な
り
ま
す
の
で
、
内
容
の
確
認
と

注
意
事
項
（
裏
面
）
を
お
読
み
の
う
え

必
ず
返
送
（
申
告
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
書
を
返
送
さ
れ
な
い
場

合
は
、
条
例
施
行
規
則
等
に
よ
り
認
定

さ
れ
賦
課
と
な
り
、
支
払
方
法
が
分
割

納
付
と
な
り
ま
す
の
で
報
奨
金
が
付
か

な
く
な
り
ま
す
。

▼
注
意
点

・
申
告
書
は
そ
の
土
地
の
所
有
者
の
方

に
送
付
し
ま
し
た
。
所
有
し
て
い
る

土
地
に
つ
い
て
の
権
利
関
係
等
が
あ

る
場
合
は
、
申
告
書
に
よ
っ
て
受
益

者
を
決
定
し
ま
す
の
で
、
申
告
書
を

必
ず
ご
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
支
払
を
口
座
振
替
で
希
望
さ
れ
る
方

は
次
の
金
融
機
関
に
て
、
同
封
の
口

座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
水
道
料
金
や
市
税
等
を
口
座
振
替

し
て
い
る
方
も
手
続
き
は
必
要
で
す
。

◆
取
扱
金
融
機
関

・
山
梨
中
央
銀
行

・
笛
吹
農
業
共
同
組
合

・
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合
（
本
所
・

金
融
取
扱
支
所
）

・
甲
府
信
用
金
庫

・
山
梨
信
用
金
庫

・
山
梨
県
民
信
用
金
庫

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
以
上
の
本
店
お
よ
び
各
支
店

※
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
下
水

道
課
管
理
担
当
ま
た
は
各
支
所
ま
で

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
7

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た
方
で
、

確
認
の
仕
方
や
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら

な
い
方
や
内
容
に
疑
問
の
あ
る
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
年
金
全
般
に
つ
い
て
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
日
程
・
場
所

○
4
月
20
日
（
水
）
�

御
坂
支
所

○
5
月
18
日
（
水
）

　
市
役
所
本
庁
3
階
　
会
議
室

▼
時
間

　
午
前
9
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
〜
4
時
（
両
日
と
も
）

▼
持
ち
物

　
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金
手
帳
な
ど

※
そ
の
他
参
考
に
な
り
そ
う
な
物
が
あ

り
ま
し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
平
成
23
年

4
月
分
か
ら
毎
月
1
万
5
0
2
0
円
に

な
り
ま
す
。

　
4
月
上
旬
頃
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
、

平
成
23
年
度
分
の
納
付
書
（
国
民
年
金

保
険
料
納
付
案
内
書
）
が
加
入
者
本
人

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
は
全
国
の
金
融
機
関
の
ほ
か
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料
は

翌
月
末
が
納
付
期
限
で
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

お
得
な
『
前
納
制
度
』
、
便
利
な
『
口
座

振
替
』
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

　
保
険
料
納
付
に
は
、
割
引
の
あ
る
「
前

納
制
度
」
や
納
め
忘
れ
の
な
い
「
口
座

振
替
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
4

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
納
付
案
内
書
に

「
前
納
専
用
納
付
書
」
・
「
口
座
振
替
依

頼
書
」
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
1
4
3
1

　
土
地
の
境
界
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
「
境

界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
「
境
界
問
題
相
談
セ

ン
タ
ー
や
ま
な
し
」
は
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
が
県
弁
護
士
会
の
協
力
を
得
て
、

土
地
の
境
界
問
題
の
解
決
を
支
援
す
る

た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

※
要
予
約

■
問
合
せ
先

　
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

�
甲
府
市
国
母
8
¦
13
¦

30

　
☎
0
5
5
（
2
2
5
）
3
7
3
7

�
午
前
9
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

　
地
デ
ジ
（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
）
で

「
困
っ
た
!

」
は
、
何
で
も
お
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
平
日
は
午

前
9
時
〜
午
後
9
時
、
土
・
日
・
祝

日
は
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
で
す
。

■
問
合
せ
先

・
総
務
省
　
山
梨
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援

セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
山
梨
）

　
☎
0
5
5
（
2
1
3
）
2
2
0
0

・
総
務
省
�

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0
（
0
7
）
0
1
0
1
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
I
P
電
話
等
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
つ

な
が
ら
な
い
場
合

　
☎
0
3
（
4
3
3
4
）
1
1
1
1

　
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
4
月
20
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所

　
市
役
所
　
南
館
　
3
階
大
会
議
室

■
問
合
せ
先

（
社
）
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

担
当
　
岡

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
6
3
8

　
4
月
の
笛
吹
市
結
婚
相
談
所
は
、
相

談
員
の
委
嘱
換
え
の
た
め
、
お
休
み
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
日
程
が
決
ま
り

次
第
、
広
報
ふ
え
ふ
き
・
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
て
お

悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
4
月
13
日
（
水
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ�

2
階�

会
議
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収
入

等
が
わ
か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼相談内容・相談対応者
○専門家への相談�……………………�弁護士・司法書士
○相談員への相談
　心配ごと（福祉関係）相談�………�民生委員・児童委員
　人権相談�……………………………�人権擁護委員
　行政相談（行政機関について）�…�行政相談委員
　消費生活相談�………………………��消費生活相談員
※原則として、当日の相談員は同席の上、それぞれの専門分野からのアドバイスを行います。

できる限り事前にご予約ください。
予約数に空きがあれば当日でも受け付けます。
予約は、下記の社会福祉協議会本所・各地域
事務所どちらでも結構です。

毎日の暮らしの中での問題についてご相談ください。
相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。

▼開設日程

開設場所 日　　時 時　　間 相　談　員

4月27日（水）

5月25日（水）

6月22日（水）

4月21日（木）

6月16日（木）

5月18日（水）

4月13日（水）

6月8日（水）

5月12日（木）

4月5日（火）

6月7日（火）

6月2日（木）

スコレーパリオ

��

��
御坂福祉センター

��

一宮福祉センター

��
八代福祉センター

坊ケ峯ふれあいセンター

��
春日居福祉会館

芦川町ふれあいプラザ

午後１時30分
～３時30分

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・行政相談委員

■問合せ先　　笛吹市社会福祉協議会　　　同　石和地域事務所　　　同　御坂地域事務所　　　同　一宮地域事務所
☎055（265）5182　　　　　�☎055（262）1267　　　　�☎055（263）0848　　　　�☎0553（47）2288
同　八代地域事務所　　　　同　境川地域事務所　　　同　春日居地域事務所　　同　芦川地域事務所
☎055（265）2240　　　　　�☎055（266）5911　　　　�☎0553（26）3667　　　　�☎055（298）2170



　狂犬病予防法により、生後３カ月以上の犬は、毎年１回の予防注射を受けることが義

務づけられています。平成23年度狂犬病予防注射最終日を下記日程で実施します。

　この日程で都合の付かない方は、６月末までに最寄の動物病院にて実施してください。

　
市
で
は
、
「
や
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
5
3
減
量
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
生
活
系
可
燃
ご
み
の
減
量

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
で
る
生
ご
み
を
手
軽
に
段
ボ
ー
ル

箱
で
堆
肥
化
す
る
方
（
モ
ニ
タ
ー
）
を
募
集
し

ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
生
ご
み
を
堆
肥
化
す

る
導
入
セ
ッ
ト
（
段
ボ
ー
ル
箱
、
土
壌
改
良
材

な
ど
）
を
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

　
生
ご
み
を
家
庭
で
堆
肥
化
す
る
こ
と
で
、
可

燃
ご
み
の
減
量
と
資
源
の
循
環
利
用
を
推
進
し

ま
す
。

※
作
り
方
な
ど
は
指
導
し
ま
す
。

▼
モ
ニ
タ
ー
期
間
　
5
月
1
日
（
日
）
か
ら
10
月

31
日
（
月
）
ま
で
の
内
、
1
カ
月
間

▼
募
集
世
帯
　
2
0
0
世
帯

▼
申
込
受
付
日
　
4
月
1
日
（
金
）
か
ら

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
ご
み
減
量
課

　
☎
０
５
５
（
２
６
１
）
２
０
４
４

お
詫
び
と
訂
正

　
3
月
号
27
ペ
ー
ジ
平
成
23
年
度
狂
犬
病
予

防
注
射
日
程
に
掲
載
し
た
実
施
時
間
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

�

4
月
19
日
（
火
）
成
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
の
実
施
時
間
は
午
後
で
は
な
く
、
正

し
く
は
「
午
前
9
時
〜
10
時
30
分
」
で
す
。

　
同
日
、
下
成
田
の
実
施
時
間
は
午
後
で
は

な
く
、
正
し
く
は
「
午
前
10
時
50
分
〜
11
時

30
分
」
で
す
。

　
4
月
25
日
（
月
）
市
之
蔵
果
実
組
合
の
実
施

時
間
は
午
後
で
は
な
く
、
正
し
く
は
「
午
前

9
時
30
分
〜
10
時
30
分
」
で
す
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

　「オス」だから子どもを産む心配がないと思っていませんか?
　去勢手術をしないでいると、飼い主の知らないところで不幸な命を生み出していることもあります。

「オス猫」は、去勢手術をしましょう。
　市では手術について補助金を交付していますので、ご希望の場合は、手術前に申請をしてください。

■�問合せ先　ごみ減量課　�☎�0 5 5（ 2 6 2 ）4 1 1 1 　または各支所

合　計

登録手数料

注射済票交付手数料

予防注射料金

3,400円

550円

2,850円

登録済犬

6,400円

3,000円

550円

2,850円

新規登録犬

　犬の登録は生涯１回です。登録済の犬は
登録料がかかりません。
　注射場所では混雑が予想されますので、
お釣りのないようご協力ください。

※登録済の犬は、飼育者に通知が郵送され
ますので、必ずハガキを最寄りの会場ま
でお持ちください。

◎料金について（1頭につき）

御 坂 5月14日（土）

実施月日

御坂西小体育館前

御坂体育館

成田コミュニティセンター

東部公民館

実施場所

午前11時20分～正午

石 和 町 5月14日（土） 笛吹市役所本庁舎前 午後1時30分～3時

春日居町 5月15日（日） 春日居支所北側駐車場 午前9時～11時30分

一 宮 町 5月15日（日） 一宮支所福祉センター前 午後1時～2時15分

八 代 町 5月15日（日） 八代支所前 午後2時30分～3時30分

境 川 町 5月15日（日） 境川支所裏駐車場 午後3時45分～4時30分

午前10時30分～11時

午前9時40分～10時10分

午前9時～9時30分

実施時間

◎日程表について（予備日）

高
橋
ぎ
い
ち�

様
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

【
写
真
集
「
芦
川
」
高
齢
・
過
疎
の
集

落
で
10
冊
】

¥580,000

¥1,660,440

¥1,768,906

¥1,080,000

¥3,800,000

¥9,800,000

¥13,490,000

¥8,580,000

¥5,690,000

¥4,500,000

¥4,450,000

¥4,800,000

¥1,240,000

¥2,090,000

¥5,000,000

¥1,730,000

¥16,200,000

平成23年1月25日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成23年1月25日※

平成23年1月25日

〃

〃

〃

平成23年2月15日

〃

〃

〃

〃

平成23年2月22日

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

消防新入団員貸与品購入

ストレージ機器購入

一宮学校給食センター調理用消耗品購入

一宮学校給食センター衛生用消耗品購入

一宮3小学校給食用カート購入

御坂中学校屋外トイレ改修工事

奈良原茶畑水路改修工事

農業用施設緊急補修業務委託（7工区）

舗装本復旧工事第7工区（御坂）

市道御坂825号線外舗装工事

市道境川220号線他舗装工事

一宮・春日居町地内市道舗装復旧工事

一宮町舗装本復旧工事第2工区（塩田）

親子体力向上事業備品購入

マンホールポンプ場自動通報装置設置工事

テニスコート跡地芝生工事

市道塩田金沢線舗装工事

石和第四保育所園庭改修工事（明許）

市道石和13号線道路詳細設計業務委託（明許）

市役所本庁・各支所

石和町

一宮学校給食センター

一宮学校給食センター

一宮西小・一宮南小・一宮北小

御坂町下野原

八代町奈良原

市地内全域

御坂町二之宮・下井之上・国衙

御坂町金川原・二階

境川町三椚・小山

一宮町坪井、春日居町鎮目・熊野堂

一宮町塩田・金田

境川町

一宮町東原

一宮町金沢・新巻

石和町小石和

石和町砂原、八代町増利

¥880,000

¥2,200,000

¥2,300,000

¥1,700,000

¥4,400,000

¥1,600,000

¥13,000,000

¥17,000,000

¥9,100,000

¥7,200,000

¥5,000,000

¥4,700,000

¥5,000,000

¥1,600,000

¥2,200,000

¥5,550,000

¥1,900,000

¥18,000,000

東八防災（株）

（株）邦文堂

（株）日新厨房企画

（株）日新厨房企画

（株）日新厨房企画

（株）中村工務店

不調

（株）飯塚工業

（株）日昇建設

（株）飯塚工業

（株）日昇建設

（株）日昇建設

（株）拓甲建設笛吹支店

東京体器（株）

（株）佐野緑化土木

中央舗道建設（有）

（株）芦沢組土木

（株）サンポー

※…総合評価落札方式

いちのみや桃の里スポーツ公園・
若彦路ふれあいスポーツ館

NECネッツエスアイ（株）
甲府営業所

単価契約
¥20,000

単価契約
¥19,700

　
昨
年
9
月
よ
り
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

及
び
石
和
中
央
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
次
の

日
に
つ
い
て
、
隔
週
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

▼
新
た
に
営
業
を
開
始
し
て
い
る
日

　
第
1
・
第
3
・
第
5
月
曜
日

　
従
来
、
こ
の
日
が
国
民
の
祝
日
に

関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
休
日
に
当

た
る
場
合
は
営
業
し
、
そ
の
翌
日
は

定
休
日
で
し
た
。
昨
年
9
月
よ
り
、

こ
の
翌
日
に
振
り
替
え
て
い
た
定
休

日
に
つ
い
て
も
営
業
し
て
い
ま
す
。

○
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

※
た
だ
し
、
石
和
中
央
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

に
つ
き
ま
し
て
は
、
4
月
か
ら
10
月

ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
（
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
4
月
1
日
（
金
）
か
ら
、
業
務
の
終
了

時
間
が
、
こ
れ
ま
で
の
午
後
5
時
30
分

か
ら
午
後
5
時
15
分
に
変
更
と
な
り
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
　
総
務
課

　
☎
0
5
5
（
2
3
6
）
5
6
7
1

　
3
月
24
日
（
木
）
よ
り
次
の
と
お
り
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

▼
「
東
海
地
震
観
測
情
報
」
を
「
東
海
地

震
に
関
連
す
る
調
査
情
報
」
に
変
更

▼
カ
ラ
ー
レ
ベ
ル
を
導
入
し
ま
し
た
。

（
情
報
文
中
に
文
字
と
し
て
「
カ
ラ
ー
レ

ベ
ル
赤
」「
カ
ラ
ー
レ
ベ
ル
黄
」「
カ
ラ
ー

レ
ベ
ル
青
」と
記
載
し
て
発
表
し
ま
す
）

▼
毎
月
の
判
定
会
で
評
価
し
た
調
査
結

果
を
「
東
海
地
震
に
関
連
す
る
調
査

情
報
（
定
例
）
」
で
発
表
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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■
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
2
）
9
1
0
1



　
1
月
15
日
、
カ
ム
イ
み
さ
か
ス

キ
ー
場
で
市
教
育
委
員
会
主
催
に

よ
る
小
学
校
3
年
生
以
上
の
市
民

を
対
象
と
し
た
同
教
室
が
開
か
れ
、

40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
に
な

じ
み
が
な
か
っ
た
方
々
の
た
め
に
、

市
ス
キ
ー
連
盟
や
市
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
協
会
の
協
力
の
も
と
行
わ
れ
、

平
成
20
年
度
の
開
始
か
ら
今
回
で

3
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
参
加
者
全
員
が
リ
フ
ト
に
乗
っ

て
一
人
で
滑
っ
て
降
り
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
2
月
5
日
、
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

協
議
会
笛
吹
支
部
は
、
い
ち
の
み
や

桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ア
リ
ー
ナ
に

お
い
て
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
関

係
者
を
対
象
に
、
新
春
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
護
身
術
」
「
ケ
ガ
の
対
処
法
」
、

円
盤
状
の
リ
ン
グ
を
用
い
た
ス
カ
イ

ク
ロ
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
等
の
「
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
」
を
実
技
を

交
え
な
が
ら
指
導
を
受
け
、
参
加
者

の
資
質
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

道具の説明を受ける参加者（右）

スポーツ吹矢の実技指導

綱引き競技をする参加者

　
1
月
30
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の

里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
お
よ
び
体
育
館

に
お
い
て
、
同
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

フ
の
創
造
と
相
互
の
一
体
感
を
高

め
よ
う
と
市
体
育
協
会
に
よ
り
初

め
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
参
加
者
は
綱
引
き
10
チ
ー
ム
１

０
０
人
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

は
２
５
０
人
、
総
勢
３
５
０
人
も

の
参
加
者
が
集
ま
り
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
も
と
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
当
日
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

綱
引
き
競
技

　
優
　
勝
　
境
川
体
協

　
準
優
勝
　
南
野
呂

　
第
3
位
　
石
和
体
協

　
第
4
位
　
中
尾
消
防
団

　
第
5
位
　
八
代
体
協

　
第
6
位
　
芦
川
体
協

　
第
7
位
　
一
宮
体
協

　
第
8
位
　
御
坂
体
協

　
第
9
位
　
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ

　
第
10
位
　
春
日
居
体
協

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技

男
子
の
部

　
優
　
勝
　
塚
田
　
隆
治
（
春
日
居
）

　
準
優
勝
　
大
須
賀
清
一
（
境
川
）

　
第
3
位
　
渡
辺
　
茂
男
（
芦
川
）

　
第
4
位
　
依
田
健
太
郎
（
一
宮
）

　
第
5
位
　
原
　
　
和
実
（
芦
川
）

女
子
の
部

　
優
　
勝
　
小
野
は
る
こ
（
石
和
）

　
準
優
勝
　
小
林
　
代
子
（
春
日
居
）

　
第
3
位
　
霜
村
袈
裟
恵
（
芦
川
）

　
第
4
位
　
河
野
　
涼
美
（
御
坂
）

　
第
5
位
　
大
須
賀
好
子
（
境
川
）

■問合せ先　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎�055（261）3339

　笛吹市青少年育成推進協議会では、１月31日（日）に「笛吹市小学生百人一首大会」を実施

しました。この大会は、20枚づつ五色で構成され、低学年でも覚え易い「五色百人一首」を

使用し、市内各地から参加した17人が、御坂農村環境改善センターで低学年（８人）、高学

年（９人）に分かれて行いました。

　大会は、低学年ではグリーンとオレンジの40枚で対戦相手を替えて５回対戦し、高学年で

はブルー、ピンク、グリーンとオレンジの80枚で、対戦相手を替えて２回対戦し、さらにも

う１回は100枚で行いました。

　高学年は実力が伯仲し、対戦の度に熱戦

を繰り返していましたが、低学年は日頃の

練習量に差があるようで、取り札数にも差

が表れていました。

　しかし、全員一生懸命取組んでいて、結

果の出なかった子どもが涙を流して悔しがっ

ていた場面もあり、百人一首大会を開催し

て良かったと感じました。

　このように、今後も青少年の健全育成を

図る事業を継続して実施していきます。

▼
期
間

　
4
月
1
日
（
金
）
〜
17
日
（
日
）

▼
開
館
時
間
（
期
間
中
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
6
時

　
（
入
館
午
後
5
時
30
分
ま
で
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
桃
の
花
を
愛

で
な
が
ら
、
の

ん
び
り
お
散
歩

し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　
4
月
3
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
正
午

▼
定
員
　
15
名

※
事
前
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
飲
み
物
、
帽
子
、

タ
オ
ル
な
ど
。
歩
き
や
す
い
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
の
身
近
に
描
か
れ
た
「
花
」

を
テ
ー
マ
に
紹
介
し
ま
す
。
着
物
の

染
め
型
紙
な
ど
約
30
点
を
展
示
し
ま

す
。

▼
開
催
期
間
　
５
月
30
日
（
月
）
ま
で

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提

示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入
館

無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ

ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
０
０

０
円
）
も
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
釈

迦
堂
を
お
気
に
入

り
の
場
所
と
し
て

楽
し
く
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
開
館
時
間
（
し
ゃ
か
ど
う
花
ウ

ィ
ー
ク
期
間
外
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３



　
2
月
10
日
、
J
A
ふ
え
ふ
き
八

代
支
所
で
市
内
の
農
業
関
係
者
等

を
対
象
と
し
た
農
業
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
農
業
を
取
り
巻
く
厳
し

い
社
会
情
勢
に
あ
っ
て
、
時
代
感

覚
に
満
ち
た
発
想
で
、
地
域
農
業

を
活
力
あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
市

や
J
A
ふ
え
ふ
き
が
主
催
し
た
も

の
で
す
。

　
講
演
会
の
中
で
は
、
直
売
所
の

新
展
開
に
よ
る
新
た
な
果
実
の
流

通
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
等
、
様
々

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

講演する斉藤修氏（千葉大学大学院教授・写真中央）

　
2
月
21
日
、
日
本
消
防
会
館
「
ニ

ッ
シ
ョ
ウ
ホ
ー
ル
」
（
東
京
都
港
区

虎
ノ
門
）
に
お
い
て
、
消
防
庁
主
催

に
よ
る
「
全
国
消
防
団
員
意
見
発
表

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
梨
県
・

笛
吹
市
消
防
団
の
代
表
と
し
て
石
和

分
団
の
青
柳
満
良
団
員
が
出
場
し
、

優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
発
表
会
は
、
消
防
団
活

動
の
一
層
の
推
進
・
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、
意
見
性
・
発
表
力
に
つ
い
て
競

う
も
の
で
、
全
国
各
地
か
ら
11
名
の

消
防
団
員
が
活
動
に
つ
い
て
意
見
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

意見発表する青柳さん

　
2
月
8
日
、
石
和
東
小
学
校
に

環
境
美
化
を
推
進
し
て
い
る
優
良

校
と
し
て
社
団
法
人
食
品
容
器
環

境
美
化
協
会
よ
り
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
同
協
会
が
文
部
科
学
省

の
後
援
に
よ
り
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
今
回
、
全
国
の
都
道

府
県
か
ら
多
数
の
推
薦
が
あ
る
中
、

優
良
校
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
小
学
校
は
、
ア
ル
ミ
缶
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
各
家
庭

か
ら
持
ち
寄
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
業

者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
た
売
り

上
げ
金
に
よ
り
、
車
い
す
を
福
祉

施
設
に
寄
贈
す
る
活
動
の
ほ
か
、

ご
み
の
分
別
な
ど
地
域
の
環
境
美

化
を
推
進
し
て
い
ま
し
た
。

全校児童を代表して表彰を
受取る児童会長の丹澤さん

　
2
月
9
日
、
甲
府
市
総
合
市
民
会

館
に
お
い
て
、
同
意
見
発
表
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
山
梨
県
消
防
長
会
の
主

催
で
、
消
防
職
員
が
日
頃
の
業
務
で

感
じ
た
こ
と
な
ど
を
意
見
発
表
し
、

そ
の
内
容
及
び
態
度
、
表
現
力
等
が

審
査
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
県
下
10
消
防
本
部
か

ら
各
2
名
の
代
表
職
員
が
発
表
を
行

い
、
こ
の
意
見
発
表
会
で
見
事
、
市

消
防
本
部
の
金
子
太
陽
さ
ん
が
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
金
子
太
陽
さ
ん
は
、
4
月
に
神
奈
川

県
川
崎
市
で
行
わ
れ
る
全
国
消
防
長

会
関
東
支
部
消
防
職
員
意
見
発
表
会

へ
山
梨
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

市消防本部にて表彰状を伝達される金子さん

　
2
月
25
日
、
境
川
浄
・
配
水
場
（
境

川
町
小
黒
坂
地
内
）
が
竣
工
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
は
セ
ラ
ミ
ッ
ク
膜
を

利
用
し
た
膜
ろ
過
処
理
装
置
を
備
え
、

そ
の
一
日
あ
た
り
の
最
大
浄
水
能
力

は
3
0
6
0
ト
ン
で
す
。

�
こ
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
膜
を
採
用
し
た

浄
水
施
設
は
、
県
内
で
は
初
め
て
の

施
設
で
す
。
建
設
に
つ
い
て
は
十
分

な
検
討
を
重
ね
、
非
常
に
安
全
性
の

高
い
施
設
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

境
川
町
の
全
て
を
ま
か
な
う
ほ
か
、

八
代
町
地
区
お
よ
び
石
和
町
地
区
の

一
部
へ
供
給
を
す
る
計
画
で
す
。

�
ま
た
、
4
月
1
日（
金
）か
ら
、
芦

川
町
を
除
く
簡
易
水
道
事
業
が
上
水

道
事
業
に
移
行
し
ま
す
。

　
2
月
7
日
か
ら
9
日
に
か
け
て
、

市
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
芸
術
作
品

や
芸
能
を
発
表
す
る
催
し
が
ス
コ

レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
書
・
絵
画
・
手
芸
な
ど
の
作
品
、

1
4
5
点
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、

8
日
に
は
コ
ー
ラ
ス
や
舞
踊
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
の
練

習
の
成
果
が
実
を
結
び
、
会
場
か

ら
盛
ん
に
拍
手
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
、
野
呂
瀬
秀
さ
ん

（
山
梨
ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長
）

が
「
歩
け
ば
病
気
が
治
る
」
と
題

し
、
歩
く
こ
と
が
健
康
に
及
ぼ
す

効
果
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
3
月
1
日
、
同
セ
レ
モ
ニ
ー
が

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
山
梨
石
和
店
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本

市
を
含
む
県
内
5
市
・
1
町
が
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
「
住

民
票
の
写
し
」「
印
鑑
登
録
証
明
書
」

の
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
全
国
の
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
（
一
部
を
除
く
）
で
開

始
す
る
の
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
同
日
か
ら
身
近
な

コ
ン
ビ
ニ
で
、
同
証
明
書
が
取
得

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
便
利

に
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付
時
間
は
午

前
6
時
30
分
〜
午
後
11
時
（
年
末

年
始
を
除
く
）
で
、
交
付
手
数
料

は
1
通
2
0
0
円
で
す
。

　
平
成
23
年
度
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
説
明
会
が
、

市
議
会
議
員
や
市
行

政
委
員
及
び
各
種
団

体
の
役
員
な
ど
、
約

3
0
0
名
の
参
加
の
も
と
、
2
月
23

日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い

文
化
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
平
成
23
年
度
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
42
の
事
業
の
う

ち
、
25
事
業
に
つ
い
て
の
事
業
概
要
、

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
は
、
こ
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
基
づ
き
、
施
政
方
針
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
み
ん
な
で
奏
で

る
『
に
ぎ
わ
い
・
や
す
ら
ぎ
・
き
ら

め
き
』
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、
市

民
第
一
主
義
の
行
政
推
進
に
よ
り
、

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

稼働スイッチを押す荻野市長

武田節にあわせて、舞踊を披露する春日居町老連会員

デモンストレーションをする荻野市長



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

４
月
２
日（
土
）・
９
日（
土
）・

16
日（
土
）・
23
日（
土
）・
30
日（
土
）

・
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

・
午
後
の
部
　
２
時
〜
2
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
　
２
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

４
月
７
日（
木
）・
28
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

４
月
14
日（
木
）・
21
日（
木
）

午
前
11
時
か
ら

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
４
月
２
日（
土
）　
午
後
2
時
〜
３
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

４
月
12
日（
火
）・
26
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
）

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）
★

４
月
15
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
お
は
な
し
会
〜
　

４
月
３
日（
日
）・
10
日（
日
）・
24
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
４
月
６
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

４
月
８
日（
金
）・
22
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
４
月
16
日（
土
）　
午
後
２
時
か
ら
　

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
４
月
17
日（
日
）　
午
後
２
時
か
ら
　

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

　
４
月
20
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
絵
本
で
G
O
！

　
〜
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜
　

４
月
２
日（
土
）・
16
日（
土
）・
23
日（
土
）・

30
日（
土
）　
午
前
11
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

４
月
９
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

４
月
６
日（
水
）・
13
日（
水
）・

20
日（
水
）・
27
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら
�

●
ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

４
月
２
日（
土
）　
午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

４
月
12
日（
火
）・
26
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　（
小
学
生
向
け
）

４
月
９
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

４
月
16
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

４
月
23
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
�

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先

　
石
和
図
書
館
（
担
当
�

雨
宮
）

　
☎
0
5
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2
6
2
）
5
9
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／
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土
・
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９
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５
時
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０
５
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４
７
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２
２
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平
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火
・
木
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午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
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土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
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５
時

℡
０
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２
６
６
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０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
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２
６
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２
８
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平
　
　
　
日
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午
前
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〜
午
後
７
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土
・
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・
祝
日
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午
前
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時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
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℡
０
５
５（
２
６
３
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３
６
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月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

４
日（
月
）・
11
日（
月
）・
18
日（
月
）・

25
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

６
日（
水
）・
13
日（
水
）・
20
日（
水
）・

27
日（
水
）・
28
日（
木
）

◆
一
宮
図
書
館

４
日
（
月
）・
９
日
（
土
）
【
桃
の
里
マ

ラ
ソ
ン
大
会
の
た
め
】・
11
日（
月
）・

18
日（
月
）・
25
日（
月
）・
28
日（
木
）

◆
八
代
図
書
館

４
日（
月
）・
11
日（
月
）・
18
日（
月
）・

25
日（
月
）・
28
日（
木
）・
29
日（
金
）

◆
境
川
図
書
室

３
日（
日
）・
10
日（
日
）・
17
日（
日
）・

24
日（
日
）・
29
日（
金
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

４
日（
月
）・
11
日（
月
）・
18
日（
月
）・

25
日（
月
）・
28
日（
木
）

　笛吹少年少女合唱団によるコンサートを開催いたします。子どもたちの澄んだ
歌声をお楽しみください。お待ちしています。

▼日時　４月２日(土)　午後２時～３時　　▼入場料　無料　　▼場所　石和図書館前　ロビー

　６つある市立図書館のうち、一定の日を除き、毎日どこかの図書館が開館しています。
　最寄りの図書館がお休みの日には、ちょっと気分を変えて隣の図書館へ足をのばしてみませんか。
皆さんのお越しをお待ちしています。
子育て支援・・・応援しています！授乳・おむつ替え全館OKです。お気軽にスタッフにお尋ねください。

市立図書館では各館で特色ある資料収集を行っています。それぞれ多数揃えておりますので、ぜひご利用ください。

○借りた図書資料は市内のどの図書館で
も返却できます
図書館が閉まっているときは・・図書は図書
館玄関のブックポストへ入れてください。
ただし、ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオはブックポストに
入れると破損の原因になりますので、必ず開館
時間中にカウンターに返却をお願いします。

○�利用カードはお忘れなく！
資料を借りる際、学習席・ＡＶブース・インター
ネットを利用する際には、利用カードが必要で
すので、忘れずにお持ちください。

○� 0歳の赤ちゃんから、図書館利用カー
ドを作ることができます
図書館では赤ちゃんと一緒に楽しめる絵本を
たくさん用意しています。カードを作る際に
は健康保険証などお名前、現住所の確認でき
る公的な証明書をお持ちください。

○おはなし会・朗読サービスの依頼お受
けします
皆さんから依頼をいただければ、施設・病院・
学校・保育所などで出前おはなし会や朗読サ
ービスを行いますので、どうぞお気軽にお問
い合わせください。

○�読みたい本をお探しします
最寄りの図書館に読みたい本がなくても、市
内のほかの図書館から取り寄せができます。
また、県内図書館所蔵の本を借りることもで
きますので、ご相談ください。

○市立図書館ホームページより本の予約
や利用状況の確認ができます
インターネットの予約サービスを利用するには、
笛吹市立図書館利用カードと身分証明書が必
要です。笛吹市内の図書館カウンターにてお
申し込みください。詳細は笛吹市立図書館ホ
ームページをご覧いただくか、図書館カウン
ターでお尋ねください。

▼ホームページアドレス
http://library.city.fuefuki.yamanashi.jp/

○月末でも石和図書館は開館しています
毎月最後の平日は、市内図書館の休館日です。
ただし、石和図書館は開館していますのでご
利用ください。月末に開館しているのは、県
内でも石和図書館だけです！



▼笛吹川河川敷で「たこあげ祭り」の取
材を行いました。開会式では県外から多

数のたこあげ愛好家の方々が訪れ、太鼓をたたいたりして
開会式をにぎやかに盛り上げていました。
　ただし、あいにく当日は風が少なく、持ち寄ったたくさ
んの凧が空をいっせいに泳ぐ写真が撮れず残念でした。そ
の中でも、正午前に一時的に風がそよぎ、表紙写真にある
ように連凧を撮影することができました。初めて見る連凧
はまるで生き物のように感じました。　　　　　　�　（K）

■問合せ先　生涯学習課　スポーツ振興担当　☎�055（261）3338

　市一宮支所前を9時45分に出発するハーフマラソンの部を皮切りに親子・ファミリーの部、10km
の部の順にランナーがスタートします。
　マラソン大会開催に伴い、会場がある一宮町内の一部の道路が規制されるため混雑が予想されま
す。大変ご迷惑をおかけしますが、ランナーが安全に通過できるようご協力をお願いします。

※当日、一宮図書館・いちのみや桃の里ふれあい文化館は、休館になります。なお、一宮循環バス
についても全便運休とさせていただきます。
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